
C O N T E N T S

特集�3

4

注目のデータ�

都市部の保護者ほど受験競争や格差を容認�
2

教える現場、育てる言葉�

現場で学ぶ瞬間の判断力と創意工夫�
盲人更生援護施設◎（財）アイメイト協会�

17

明日から使えるＩＣＴ講座�

第３回デジタルとアナログの組み合わせ　メディア教育開発センター教授◎中川一史�

24

低学年からの学びと指導�

日々の指導で育む「書く力」�

26

地方分権時代の教育行政�

愛知県名古屋市　「なごや教師養成塾」で即戦力となる教師を育成�

38

編集後記�40

これだけは知っておきたいポイント�

「基礎的・基本的知識」を基に�
思考力・判断力・表現力を育成する問題解決過程の構築を�
広島大大学院教育学研究科教授◎角屋重樹�

8 思考力や表現力育成の実践�

「書き方モデル」を活用した考察指導で思考力や表現力を育てる�
広島県尾道市立高見小学校�

学校事例1

インタビュー�

11 校内研修会の実践�

校内研修「明成塾」で教材開発力を高めPISA型読解力を育む�
石川県金沢市立明成小学校�

学校事例2

14 2009年度以降の学年別指導内容�
移行措置期間中の標準授業時数（理科）／移行措置開始までに確認・実施しておきたいこと／�
学年別　新課程一覧と移行措置から追加される主な内容�

変更点整理�

データで見る�

＊本文中のプロフィールはすべて取材時�
のものです。�

＊本誌記載の記事、写真の無断複写、�
複製および転載を禁じます。� http://benesse.jp/berd/ 本誌記事は、Benesse教育研究開発センターのウェブサイトでもご覧いただけます�

�

2 0 0 8
A u t u m n

小学版�

［びゅーにじゅういち］�

Benesse教育研究開発センター�
「中学校選択に関する調査」より�

新学習指導要領へのアプローチ　第3回�

　の学校行事を機に書くことが好きになる指導を�
実践事例�「書く・描く」活動を通じて、理解や交流を深める�

福島県郡山市立芳山小学校�

Hop! Step!　小学校英語！�32

実践事例� 担任としてのノウハウをフル活用し、子どもが自発的に話す授業を�
大阪府河内長野市立高向小学校教諭◎梅本龍多�

つながる学校と家庭の学び�20

実践事例� 楽しい科学実験を通して子どもと保護者が交流し、興味・関心を育てる�
茨城県古河市立名崎小学校�

号�
めいせい�

こ が�

ほうざん�

ひと し�

た こう�



　
受
験
競
争
や
競
争
意
識
に
つ
い
て
、

小
学
６
年
生
の
保
護
者
に
調
査
し
た
と

こ
ろ
、「
受
験
競
争
は
厳
し
く
な
る
」
と

考
え
る
比
率
は
７
割
を
超
え
、「
競
争

を
勝
ち
抜
い
て
ほ
し
い
」「
競
争
で
格

差
が
生
ま
れ
る
こ
と
や
子
ど
も
が
受
験

の
苦
し
み
を
味
わ
う
こ
と
も
仕
方
が
な

い
」
と
考
え
る
比
率
も
６
割
を
超
え
た
。�

　
保
護
者
の
居
住
す
る
市
区
町
村
の
人

口
規
模
別
に
見
る
と
、
都
市
部
ほ
ど
「
受

験
競
争
を
勝
ち
抜
い
て
ほ
し
い
」「
格

差
が
生
ま
れ
る
の
は
仕
方
な
い
」
と
考

え
る
比
率
が
高
い
。
都
市
部
ほ
ど
、
受

験
を
志
向
す
る
傾
向
が
う
か
が
え
る
。�
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住
地
の
人
口
規
模
に
よ
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保
護
者
の
意
識
に
差�

注目のデータ�

Benesse教育研究開発センター「中学校選択に関する調査」より�

都市部の保護者ほど受験競争や格差を容認�

保護者の教育に関する意見・考え（全体・人口規模別）�

Vo l .3

「受験競争を�
勝ち抜いてほしい」�
という意識は、�
都市部の方が�

11ポイント高い�

7割以上の�
保護者が�

「受験競争は厳しくなる」�
と感じている�

＊「とてもそう思う」と「まあそう思う」の合計の比率�
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特集�
新学習指導要領へのアプローチ�

第　3 　回�

理数教育の充実を掲げる新学習指導要領において、�

理科では基礎的・基本的な知識や技能の定着と共に、�

「問題解決の能力」の育成と「科学的な見方や考え方」を　�

養うことが求められている。�

新学習指導要領ではどのような点が改訂されたのか。�

日々の授業をどのように改善すればよいのだろうか。�

今後の理科の指導について、研究者への　�

インタビューと学校事例から考える。�
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理
科
を
含
め
た
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で
、

「
必
ず
押
さ
え
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
」
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。�

今
回
の
改
訂
は
、
教
育
基
本
法
、
並
び
に
学

校
教
育
法
の
改
正
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を

理
解
し
て
く
だ
さ
い
。
と
り
わ
け
、
学
校
教
育
法
に

①
「
基
礎
的
な
知
識
及
び
技
能
」、
②
「
思
考
力
、

判
断
力
、
表
現
力
」
な
ど
、
③
「
主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度
」
の
重
要
性
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
は

極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。
従
来
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
は
学
習
指
導
要
領
の
総
則
に
記
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
法
律
に
「
格
上
げ
」
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

小
・
中
・
高
等
学
校
に
お
い
て
、
先
の
①
〜
③
を
育

成
す
る
重
要
性
が
一
層
高
ま
り
ま
し
た
。�

����
な
ぜ
主
体
的
な
学
び
や
、
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
な
ど
が
大
切
な
の
で
し
ょ
う
か
。�

社
会
の
国
際
化
が
ま
す
ま
す
進
展
す
る
と
予

想
さ
れ
、
主
体
性
や
自
己
の
確
立
、
他
者
に

的
確
に
伝
え
る
表
現
力
な
ど
が
、
今
以
上
に
求
め
ら

れ
る
か
ら
で
す
。
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査（
注
１
）で
は
、
日

本
の
子
ど
も
は
こ
の
よ
う
な
力
が
十
分
で
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
根
拠
を
持
っ
て

自
分
の
言
葉
で
考
え
を
述
べ
る
問
題
な
ど
で
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
の
平
均
に
比
べ
無
答
率
が
高
か
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
ら
が
、
今
回
の
改
訂
と
指
導
の
見
直
し
の
背
景

に
あ
り
ま
す
。�

�����

理
科
の
改
訂
で
、
変
わ
る
こ
と
・
変
わ
ら
な

い
こ
と
は
何
で
す
か
。�

理
科
で
は
、
学
習
内
容
や
時
数
に
大
き
な
変

更
が
あ
り
ま
し
た
。「
観
察
や
実
験
を
通
し

て
問
題
解
決
の
能
力
を
育
て
る
」「
実
生
活
と
関
連

付
け
て
理
解
を
図
る
」「
科
学
的
な
見
方
や
考
え
方

を
養
う
」
と
い
っ
た
基
本
的
な
指
導
の
方
向
性
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
と
考
え
て
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
た
だ
、
理
科
の
目
標
は
「
自
然
に
親
し
み
、
見
通

し
を
も
っ
て
観
察
、
実
験
な
ど
を
行
い
、
問
題
解
決

の
能
力
と
自
然
を
愛
す
る
心
情
を
育
て
る
と
と
も
に
、

自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
の
実
感
を
伴
っ
た
理

解
を
図
り
、
科
学
的
な
見
方
や
考
え
方
を
養
う
」
と

な
り
、「
実
感
を
伴
っ
た
」
と
い
う
文
言
が
加
え
ら

れ
ま
し
た
。
実
生
活
と
の
結
び
付
き
や
実
験
や
観
察

を
通
じ
て
の
学
習
が
よ
り
強
調
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。�

　
こ
こ
で
い
う
実
感
を
伴
っ
た
理
解
と
は
、
①
体
験

に
基
づ
く
理
解
、
②
習
得
と
い
う
意
味
で
の
理
解
、

③
納
得
と
い
う
意
味
で
の
理
解
、
の
３
種
類
に
大
別

で
き
ま
す
。
①
は
、
観
察
、
実
験
な
ど
を
通
じ
て
、

�Q1

Q2A2

Q3A3

A1

注１：経済協力開発機構（OECD）が実施する、１５歳児（日本では高校１年生）を対象とした国際的な学習到達度調査。２０００年に第１回の本調査を行い、以後３年ごとに 
実施。０７年１２月に結果が発表された０６年調査は第３回。第１回は読解力、第２回は数学的リテラシー、第３回は科学的リテラシーを重点的に調べている�

「
基
礎
的
・
基
本
的
知
識
」
を
基
に�

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
育
成
す
る�

問
題
解
決
過
程
の
構
築
を�

理
科
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、ど
の
よ
う
な
点
が
改
訂
さ
れ
た
の
か
。改
訂
の
背
景
や
ね
ら
い
、�

求
め
ら
れ
る
指
導
法
の
改
善
に
つ
い
て
、広
島
大
大
学
院
教
授
の
角
屋
重
樹
先
生
に
う
か
が
っ
た
。�

広
島
大
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
　

角
屋
重
樹
�

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
�

こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
�

・
学
校
教
育
法
第
３０
条
第
２
項
、
第
４９
条
、
第
６２
条
等
‥�

総
務
省
行
政
管
理
局
「
法
令
デ
ー
タ
提
供
シ
ス
テ
ム
」�

http://law
.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxsearch.cgi

関 

連�

・
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
結
果
に
つ
い
て
‥
文
部
科
学
省
「
国
際
学
力
調
査
」�

h
ttp

://w
w
w
.m

e
xt.g

o
.jp

/a
_
m
e
n
u
/sh

o
to
u
/g
a
ku

ryo
ku

-

chousa/sonota/07032813.htm
�

無
答
率
が
高
か
っ
た
２
０
０
０
年
調
査
の
「
落
書
き
に
関
す
る

問
題
」
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。�

関 

連�
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事
象
を
感
覚
や
知
覚
な
ど
の
体
験
に
基
づ
い
て
理
解

す
る
と
い
う
意
味
で
す
。
②
は
、
子
ど
も
が
観
察
・

実
験
な
ど
の
過
程
を
経
て
、
知
識
を
習
得
す
る
と
い

う
意
味
で
す
。
③
は
、
観
察
や
実
験
な
ど
で
得
た
事

象
の
性
質
や
規
則
性
を
、
ほ
か
の
学
習
場
面
や
日
常

生
活
な
ど
に
適
用
し
、
性
質
や
規
則
性
が
役
に
立
つ

こ
と
を
実
感
す
る
よ
う
な
理
解
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、

子
ど
も
が
自
ら
感
じ
る
こ
と
に
基
づ
い
た
理
解
を
目

指
し
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。�

�

理
科
の
学
習
内
容
変
更
の
意
図
と
背
景
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。�

「
小
中
の
一
貫
性
」「
内
容
の
系
統
性
」「
国

際
的
な
通
用
性
」
で
す
。
現
行
の
学
習
指
導

要
領
は
、
主
に
削
減
と
い
う
操
作
が
あ
り
、
小
中
の

学
習
内
容
を
関
連
さ
せ
る
視
点
が
弱
く
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
学
年
を
ま
た
い
だ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
ス
パ
イ
ラ
ル
（
反
復
）
構
造
が
強
く
意
識
さ
れ
、

小
中
の
学
習
内
容
が
関
連
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
学
習
内
容
の
系
統
性
が
保
持
さ
れ
ま
し
た
。�

　
国
際
的
な
通
用
性
に
つ
い
て
い
う
と
、
例
え
ば
、

T
I
M
S
S
調
査（
注
２
）な
ど
で
は
人
体
に
関
す
る

内
容
が
多
く
出
題
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
体
に
関
し
て

は
、
日
本
で
は
保
健
体
育
で
学
習
し
ま
す
が
、
海
外

で
は
理
科
に
該
当
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
日
本
の
学
習

内
容
を
国
際
的
な
も
の
と
そ
ろ
え
る
と
い
う
点
も
意

識
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に
学
習
内
容
を
多
く
提

供
し
、
科
学
に
対
す
る
興
味
や
関
心
を
高
め
よ
う
と

し
た
結
果
、
選
択
単
元
は
な
く
な
り
ま
し
た
。�

�����

指
導
の
方
向
性
が
同
じ
な
ら
、
指
導
法
は
今

ま
で
と
変
え
な
く
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
か
。�

目
指
す
べ
き
力
を
確
実
に
子
ど
も
に
育
成
す

る
指
導
が
で
き
て
い
る
か
と
い
う
視
点
で
、

見
直
す
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
１
９
９
０
年
前
後

か
ら
、「
新
し
い
学
力
観
」
が
提
唱
さ
れ
、
知
識
の

詰
め
込
み
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
主
体
的
な
学
び
が

重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど

も
の
学
習
意
欲
を
重
視
し
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表

現
力
な
ど
を
学
力
の
基
本
と
す
る
考
え
方
で
、
今
回

の
改
訂
で
も
踏
襲
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
の
指
導
で
は
、「
主
体
性
」
が
誤
解
さ
れ
、「
放

任
主
義
」
に
陥
り
、
子
ど
も
の
能
力
を
育
て
き
れ
て

い
な
い
状
況
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。�

　
主
体
的
に
学
ぶ
力
を
付
け
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、

子
ど
も
が
自
ら
問
題
や
目
標
を
見
い
だ
せ
る
「
認
識

の
ス
キ
ル
」
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
違
い

に
気
づ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
３
学
年
の

「
電
気
の
通
り
道
」
で
、
豆
電
球
が
つ
い
て
い
る
状

態
と
つ
い
て
い
な
い
状
態
を
提
示
し
、
た
だ
「
よ
く

考
え
て
」
と
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
両
者
の
事
象
の

違
い
に
気
づ
か
せ
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
が
問
題
を

発
見
し
て
、
そ
れ
を
追
究
す
る
こ
と
が
主
体
的
な
学

び
と
な
り
ま
す
。�

Q4

Q5

A4

A5

注２：国際教育到達度評価学会（IEA）が実施している国際数学・理科動向調査。日本では小学４年生と中学２年生を対象に実施されており、
学校のカリキュラムで学んだ知識や技能等がどの程度習得されているかを評価する�

か
ど
や
・
し
げ
き
◎
博
士
（
教
育
学
）。

専
門
は
理
科
教
育
・
理
科
教
育
方
法
学
。

広
島
大
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
科
教
育

学
（
理
科
教
育
）
専
攻
博
士
課
程
単
位
取

得
退
学
。
文
部
省
初
等
中
等
教
育
局
教
科

調
査
官
、
中
央
教
育
審
議
会

初
等
中
等

教
育
分
科
会
教
育
課
程
部
会
小
学
校
・

中
学
校
理
科
専
門
部
会

委
員
な
ど
を
歴

任
。
編
著
書
に
『
ベ
ネ
ッ
セ
発
　
親
子
で

伸
ば
す
「
本
物
の
学
力
」』（
監
修
・
日
経

Ｂ
Ｐ
社
）、『
小
学
校 
理
科
の
学
ば
せ
方
・

教
え
方
事
典
』（
共
編
著
・
教
育
出
版
）

な
ど
多
数
。�

特集�

第　回�

新学習指導要領へのアプローチ�

・
学
習
内
容
や
時
数
の
変
更
に
つ
い
て
‥�
本
誌�
P.�
14
「
２
０
０
９

年
度
以
降
の
学
年
別
指
導
内
容
」�

・
中
央
教
育
審
議
会
「
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校

及
び
特
別
支
援
学
校
の
学
習
指
導
要
項
等
の
改
善
に
つ
い
て
」（
答

申
）�

関 

連�

3

を める
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「
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
や
技
能
」
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を
心
が
け
る
べ

き
で
す
か
。�

「
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
や
技
能
」
は
、

自
然
事
象
の
性
質
や
規
則
性
、
科
学
的
な
概

念
、
観
察
・
実
験
器
具
の
名
称
や
そ
の
扱
い
方
な
ど

を
指
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
子
ど
も
が
習
得
す
る
た
め

に
は
「
繰
り
返
し
」
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
機
械

的
に
暗
記
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
顕
微
鏡
な
ら
一
緒

に
操
作
す
る
な
ど
、
教
師
が
操
作
の
意
味
を
説
明
し

理
解
さ
せ
な
が
ら
覚
え
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
れ
が
「
実
感
が
伴
っ
た
」
学
習
と
な
り
ま
す
。�

　
同
様
に
、
科
学
的
な
概
念
も
、
電
流
や
電
圧
、
磁

石
な
ど
、
可
能
な
も
の
は
日
常
生
活
に
結
び
付
け
て

教
え
る
こ
と
に
よ
り
、
理
解
が
深
ま
る
で
し
ょ
う
。�

�

「
科
学
的
な
見
方
や
考
え
方
を
養
う
」
と
は

ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。�

「
科
学
的
な
見
方
や
考
え
方
」
と
は
、
対
象

に
働
き
か
け
、
そ
の
結
果
を
得
る
と
い
う
意

味
で
、「
思
考
力
」
と
言
い
換
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。�

　「
思
考
」
と
は
、
あ
る
目
標
の
下
、
こ
れ
ま
で
に

持
っ
て
い
る
知
識
を
基
に
対
象
に
働
き
か
け
、
情
報

を
得
て
、
そ
れ
ら
を
既
有
の
体
系
と
意
味
付
け
た
り
、

関
係
付
け
た
り
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
意
味
の
体
系
、

す
な
わ
ち
科
学
的
な
見
方
や
考
え
方
を
つ
く
り
出
し

て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。�

　
思
考
の
芽
生
え
は
、
複
数
の
事
象
の
比
較
か
ら
違

い
に
気
づ
く
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
三
日
月
を
見
た

だ
け
で
は
何
も
思
わ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
満

月
と
比
べ
る
こ
と
で
、「
形
が
違
う
の
は
な
ぜ
だ
ろ

う
」
な
ど
の
疑
問
が
わ
い
て
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら
過

去
に
学
ん
だ
内
容
と
関
係
付
け
た
り
、
仮
説
を
立
て

て
観
察
・
実
験
を
し
た
り
し
て
、
思
考
を
深
め
て
い

く
の
で
す
。�

　
各
学
年
の
学
習
指
導
要
領
の
「
目
標
」
に
は
、「
比

較
（
す
る
）」（
３
年
生
）、「
関
係
付
け
（
る
）」（
４

年
生
）、「
計
画
的
に
追
究
す
る
」（
５
年
生
）、「
推

論
（
す
る
）」（
６
年
生
）
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
出

て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
思
考
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
り
、

学
年
を
追
っ
て
思
考
力
が
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。�

　�

「
問
題
解
決
の
能
力
」
と
は
ど
の
よ
う
な
力

で
し
ょ
う
か
。�

「
問
題
解
決
の
能
力
」
と
は
、
思
考
力
や
判

断
力
、
表
現
力
な
ど
の
総
合
力
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。
自
ら
問
題
を
発
見
し
、
思
考
を
め
ぐ
ら
せ

て
解
決
し
、
そ
れ
を
論
理
的
に
説
明
す
る
な
ど
、
幅

広
い
能
力
を
意
味
し
ま
す
。
自
分
の
考
え
を
実
証
的

に
検
証
す
る
科
学
で
は
、
ま
さ
に
「
問
題
解
決
能
力
」

が
根
幹
の
力
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
実

験
し
た
り
説
明
し
た
り
す
る
に
は
、
知
識
や
技
能
が

必
要
で
す
。
問
題
解
決
能
力
の
土
台
は
「
基
礎
的
・

基
本
的
な
知
識
や
技
能
」
な
の
で
す
。�

�

「
問
題
解
決
能
力
」
を
育
て
る
の
に
効
果
的

な
指
導
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。�

「
問
題
解
決
能
力
」
を
身
に
付
け
る
過
程
で
、

教
師
が
適
切
な
「
手
立
て
」
を
講
じ
る
こ
と

で
す
。
問
題
解
決
の
能
力
を
構
成
す
る
、
思
考
力
や

表
現
力
等
の
育
成
に
は
、
子
ど
も
が
主
体
的
に
自
然

事
象
に
か
か
わ
る
問
題
解
決
活
動
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
れ
は
、
①
子
ど
も
が
問
題
を
見
い
だ
し
、

②
そ
の
問
題
と
な
る
事
象
を
説
明
す
る
た
め
の
仮
説

を
発
想
し
、
発
想
し
た
仮
説
の
真
偽
を
確
か
め
る
た

め
の
実
験
方
法
を
立
案
・
実
行
し
、
③
実
験
結
果
を

考
察
す
る
、
と
い
う
３
場
面
に
整
理
で
き
ま
す
。�

　
子
ど
も
に
は
最
初
か
ら
十
分
な
思
考
力
が
あ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
考
え
な
さ
い
」
と
い
う
発

問
は
、
子
ど
も
の
自
主
性
を
大
切
に
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
て
、
実
の
と
こ
ろ
子
ど
も
を
困
惑
さ
せ
ま
す
。

「
こ
の
２
つ
を
比
べ
て
ご
ら
ん
」「
前
に
学
ん
だ
内
容

と
似
て
い
な
い
か
な
」
な
ど
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面

ご
と
に
考
え
る
た
め
の
視
点
を
与
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
（
図
）。�

　
表
現
力
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。「
自
由
に
書
い

て
ご
ら
ん
」
で
は
、
子
ど
も
は
何
を
ど
の
よ
う
に
書

け
ば
よ
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
書
き
方
の

モ
デ
ル
を
与
え
、
真
似
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、

思
考
の
型
が
で
き
上
が
り
、
同
時
に
表
現
力
が
磨
か

れ
て
い
く
の
で
す
。
口
頭
で
の
発
表
の
仕
方
な
ど
に

つ
い
て
も
、
同
様
の
指
導
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。�

�

Q6A6Q7

Q8Q9

A7

A8

A9
・
考
え
る
た
め
の
視
点
を
与
え
る
教
師
の
手
立
て
に
つ
い
て
‥�
本

誌�
P.
７
の
図�

・
書
き
方
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
‥�
本
誌�
P.
８
「
事
例
１
・
高
見
小

学
校
」�

関 

連�
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QAQA
理
科
が
苦
手
で
、
実
験
も
う
ま
く
で

き
る
か
不
安
で
す
。
�

理
科
は
失
敗
を
恐
れ
な
く
て
も
よ
い

教
科
で
す
。
実
験
で
予
想
と
違
う
結

果
が
出
て
も
、
間
違
っ
た
予
想
を
し
た
の
か
、

実
験
方
法
の
ミ
ス
か
、
も
う
一
度
考
え
る
こ

と
が
新
た
な
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。
植
物

の
栽
培
は
気
候
な
ど
に
左
右
さ
れ
ま
す
が
、

ど
ん
な
経
験
も
子
ど
も
の
学
習
に
な
る
の
で

す
。
子
ど
も
と
一
緒
に
実
験
す
る
と
い
う
気

持
ち
で
よ
い
で
し
ょ
う
。
�

�

準
備
や
片
付
け
に
時
間
が
か
か
り
、
実

験
が
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
。
�

１
人
で
進
め
よ
う
と
せ
ず
、
ほ
か
の

人
の
力
を
借
り
る
こ
と
を
考
え
ま
し

ょ
う
。
例
え
ば
、
学
年
で
協
力
し
て
単
元
を

分
担
し
、
単
元
ご
と
に
器
具
の
設
定
や
予
備

実
験
を
行
う
、
放
課
後
に
予
備
実
験
を
一
緒

に
行
う
な
ど
、
校
内
で
協
力
態
勢
を
つ
く
れ

な
い
か
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

近
隣
校
で
理
科
が
得
意
な
先
生
に
指
導
を
お

願
い
し
た
り
、
理
科
支
援
員
制
度
が
あ
れ
ば

そ
の
活
用
を
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
市
販

の
実
験
キ
ッ
ト
を
使
っ
た
り
、
教
育
番
組
を
活

用
し
た
り
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
�

�

角
屋
先
生
か
ら
�

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
�

�

「この２つはどのように違う？」�
「片方は枯れている」��
「何がどのように違う？」�
「片方はしぼんで、色も変わっている。もう１つは元気に成長している」�

・比較させる。なかなか意見が出なければ、
「葉っぱを比べてごらん」「色や形はど
うだろうか」などと、違いに着目するヒン
トを与える。�
ＮＧ「これを見てどう思う？」�

・「何がそうさせているの？」と考える範
囲を限定することで、子どもが発想し
やすくなる。�

・実験で確かめられることであれば、仮
説は間違っていてもよい（それが間違
っていると確かめることが反証実験に
なる）。�
ＮＧ「なぜこうなるの？」�

・既習事項に結び付けさせる。�
・具体的な実験方法の発想は難しいの
で、教師が考え方を説明してサポート
する（ただし、最初に自分たちで考えさ
せることは大切）。�
ＮＧ「実験方法を考えてみよう」�

・仮説と比較し、実験結果を確認する。�
・仮説と不一致の場合、原因を考えさせ
ることがよい勉強になる（仮説が間違
っていたのか、あるいは実験方法が不
適切だったのかを考えさせる。その上
で友だちの結果と比べさせる）。�
ＮＧ「何がわかった？」�

1時間�

1時間�

1時間�

問題解決能力を高めるための教師の手立てと指導のポイント　単元：5年生「植物の成長」�図�

２つのヘチマの比較により、「問題」を発見させる�到達点�

1

2

先  生�

子ども�

先  生�

子ども�

「何がそのようにさせているのかな？」「今までに学んだ内容と関係はないかな？」�
「朝顔を育てたとき、水や肥料、日光が大事だった。そのどれかが不足したのでは
ないか」「肥料（あるいは水、日光）が成長に関係するのではないか」��
「以上のことから『ヘチマが枯れるか、成長するかの違いは、水や肥料、日光に関
係する』と整理できる」�

ヘチマが枯れた原因は、水や肥料、日光に関係するという「仮説」を発想させる�到達点�

1

2

先  生�

先  生�

子ども�

子ども�

「仮説が正しいかを確かめるには？」「今までに学んだことを用いて調べる方法は
ないかな？」�
「発芽の条件を調べたとき、調べる条件だけに注目し、それ以外の条件をそろえ
て比較する実験をした」「成長に水が必要かどうかを調べるには、水を与えた場
合と与えない場合の成長を比べればいいと思う」��
「どのような結果が予想されるかな？」�
「『水』について調べる場合、『水を与える→ヘチマは枯れない』『水を与えない
→ヘチマは枯れる』と表せると思う」�

既習の内容を基に、「実証」のための実験方法を発想させる�到達点�

1

2

先  生�

子ども�

子ども�

先  生�

「得られた実験結果はどうだった？」�
「『水を与えた→枯れなかった』『水を与えなかった→枯れた』となった」��
「この実験結果と仮説を比較していえることは？」�
「水がヘチマの成長に関係する、つまり、水を与えるとヘチマは枯れないのに、与
えないとヘチマは枯れるという仮説と同じだった」「だから、『水はヘチマの成長に
関係する』といえる」��
「肥料の影響を調べた実験結果はどうだった？」�
「肥料の場合も水と同じだった。『肥料はヘチマの成長に関係する』といえる」�
（日光も同様）�

仮説や実験方法、実験結果を振り返り、「考察」させる�到達点�

1

2

先  生�

子ども�

子ども�

先  生�3
子ども�

指導のポイント�教師の手立てと子どもの反応�

栽培期間�

場面�授業時間�

Ⅰ�
問
題
を
見
い
だ
す�

場
面�

�

・わかったことを確認させ、その時点での
不明点を聞く。そこで提示された内容
が次の授業につながるようにする。�

・明確になったことと不明確なことの確
認を通し、新たな問題を見いだす思考
が自然に身に付く。�
ＮＧ「次は何をしたい？」�先  生�

「学んだことはどのように整理できるかな？」�
「『水や肥料、日光がヘチマの成長に必要だ』とわかった」��
「この実験でそれが明らかになったね。では、まだ明らかになっていないことはある？」�
「ヘチマ以外の植物でも同じことがいえるかどうかわからない」�

実験方法と結果を照らし合わせて、「新たな問題」を見いださせる 到達点�

1

2

先  生�

子ども�

子ども�

Ⅱ�
仮
説
を�

発
想
す
る
場
面�

�

Ⅲ�
仮
説
を
確
か
め
る
た
め
の�

実
験
方
法
を
立
案
す
る
場
面�

Ⅳ�
実
験
結
果
を
得
て
、�

考
察
す
る
場
面�

Ⅴ�
新
た
な
問
題
を�

見
い
だ
す
場
面�

枯れたヘチマと成長しているヘチマの実物、あるいは写真を提示する。 

＊角屋先生への取材を基に編集部が作成�

・
教
師
の
指
導
力
や
実
験
の
研
修
に
つ
い
て
‥

本
誌
P.�
11�「
事
例
２
・
明
成
小
学
校
」�

・
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構�

「
こ
れ
で
完
璧
！
　
実
験
の
基
本
２
０
０
」 �

http://rikanet2.jst.go.jp/contents/cp01
00a/start.htm

l

関 

連�

特集�

第　回�

新学習指導要領へのアプローチ�
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���

　「
実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
て
考
察
を
書
き
ま
し
ょ

う
」�

　
教
師
の
言
葉
を
受
け
て
、
子
ど
も
た
ち
は
慣
れ
た

様
子
で
一
斉
に
鉛
筆
を
走
ら
せ
た
。�

　
こ
の
日
は
６
年
生
の
単
元
「
生
物
と
か
ん
き
ょ
う
」

の
授
業
で
、
動
物
と
植
物
が
空
気
を
通
し
て
か
か
わ

り
合
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
の
が
目
標
だ
。

前
の
授
業
で
は
、
イ
ン
ゲ
ン
が
、
酸
素
で
は
な
く
二

酸
化
炭
素
を
吐
き
出
す
こ
と
を
実
験
で
確
か
め
た
。�

　
子
ど
も
は
、
各
自
が
ノ
ー
ト
の
巻
末
に
貼
っ
た
「
書

き
方
モ
デ
ル
」（
図
１
）
を
見
な
が
ら
考
察
を
書
き

進
め
て
い
く
。
そ
の
間
、
教
師
は
教
室
を
回
り
、「
黒

板
を
見
て
全
体
の
流
れ
を
振
り
返
っ
て
ご
ら
ん
」　

「
実
験
方
法
は
や
り
方
を
す
べ
て
書
く
の
で
は
な
く
、

ポ
イ
ン
ト
を
書
き
ま
し
ょ
う
」
な
ど
、
適
宜
、
子
ど

も
に
声
を
か
け
た
。�

　
１０
分
後
、
教
師
が
既
に
書
き
上
げ
た
何
人
か
の
子

ど
も
の
考
察
を
読
み
上
げ
る
と
、
考
え
あ
ぐ
ね
て
い

た
子
ど
も
は
、「
そ
う
書
け
ば
い
い
の
か
」
と
い
う

表
情
で
、
再
び
ノ
ー
ト
に
向
か
い
始
め
た
。
最
後
に

数
人
が
考
察
を
発
表
し
、
授
業
は
終
了
し
た
（
図
２
）。

授
業
後
、
教
師
が
ノ
ー
ト
を
集
め
、
考
察
へ
の
評
価

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
書
い
て
、
次
の
授
業
ま
で
に
返
す
。�
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高
見
小
学
校
が
子
ど
も
の
思
考
力
の
育
成
を
目
指

し
、
広
島
大
大
学
院
教
授
の
角
屋
重
樹
先
生
（
理
科

教
育
）
の
指
導
の
下
、
生
活
科
お
よ
び
理
科
に
「
書

き
方
モ
デ
ル
」
を
導
入
し
た
の
は
、
２
０
０
６
年
の

こ
と
だ
。
書
き
方
モ
デ
ル
と
は
、
実
験
や
観
察
の
考

察
を
書
く
上
で
の
ひ
な
形
だ
。「
わ
た
し
は
〜
と
い

う
予
想
を
し
ま
し
た
。
理
由
は
〜
で
す
」「
他
の
グ

ル
ー
プ
と
結
果
を
比
べ
る
と
、
〜
（
同
じ
・
ち
が
う

な
ど
）
で
し
た
」
と
い
っ
た
文
例
に
内
容
を
あ
て
は

め
る
こ
と
に
よ
り
、
考
察
が
完
成
す
る
仕
組
み
に
な

か
ど 

や�

「
書
き
方
モ
デ
ル
」
を�

基
に
考
察
を
書
く�

「
書
き
方
モ
デ
ル
」
を�

活
用
し
た
考
察
指
導
で�

思
考
力
や
表
現
力
を
育
て
る�

�

子
ど
も
の
科
学
的
な
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
深
め
る
た
め
に
、観
察
・
実
験
の
結
果
を
整
理
し
、考
察
、表
現
す
る
活
動
は
、�

新
学
習
指
導
要
領
で
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
力
を
付
け
る
た
め
に
、高
見
小
学
校
で
は
、�

「
書
き
方
モ
デ
ル
」
と
い
う
思
考
の
型
を
教
え
、発
達
段
階
に
応
じ
て
思
考
力
や
表
現
力
を
高
め
て
い
く
指
導
を
行
っ
て
い
る
。�

� 広
島
県
尾
道
市
立
高
見
小
学
校
�

S c h o o l  D a t a

校長◎河野真由美�

児童数◎１３５人　学級数◎８学級（うち特別支援学級２）�

所在地◎〒７２２-００７３　広島県尾道市向島町２１１６-３�

ＴＥＬ◎０８４８-４４-０９８３　�

ＵＲＬ◎http://www.onomichi.ed.jp/takami-e/index.htm�

研究大会日程◎２００８年１１月１９日（水）　※詳細は同校サイトに掲載�

学
校
事
例
�

思
考
力
や
表
現
力
育
成
の
実
践
�

こう  の�

思
考
の
型
が
身
に
付
く�

「
書
き
方
モ
デ
ル
」�

1

２００６年、理科や生活科の時間を通
し思考力や表現力を育てる研究を開
始し、２００７年度より尾道市小学校
理科教育パイロット校に指定される。
学校は穏やかな瀬戸内海に面し、６
年生の「総合的な学習の時間」で
は約７００メートル沖に浮かぶ無人島にいかだで上陸して探検する体験学習を行う。�
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っ
て
い
る
。
研
究
主
任
の
西
浦
武
先
生
は
、
次
の
よ

う
に
説
明
す
る
。�

　「
ま
ず
は
、
文
例
の
空
欄
に
ど
ん
な
言
葉
を
入
れ

る
か
を
繰
り
返
し
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
思
考
の
型

が
身
に
付
い
て
い
き
ま
す
。
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

こ
の
モ
デ
ル
が
学
習
課
題
を
把
握
さ
せ
、
結
果
を
予

想
し
、
実
験
・
観
察
の
条
件
を
そ
ろ
え
、
結
果
を
導

い
て
考
察
す
る
と
い
っ
た
問
題
解
決
の
流
れ
に
沿
っ

て
い
る
こ
と
。
こ
の
流
れ
を
押
さ
え
る
こ
と
で
、
問

題
解
決
に
必
要
な
『
思
考
力
』
が
育
っ
て
い
き
ま
す
」�

　
０８
年
度
か
ら
は
、
思
考
力
と
共
に
表
現
力
の
育
成

も
重
視
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
実
践
で
、
読
み
や
す
さ

を
考
え
ず
に
長
い
文
章
を
書
く
子
ど
も
が
多
い
と
気

づ
い
た
か
ら
だ
。
モ
デ
ル
を
改
良
し
、
実
験
・
観
察

の
結
果
を
書
く
際
、
必
要
に
応
じ
て
図
や
表
、
数
値
、

記
号
、
箇
条
書
き
を
用
い
る
な
ど
の
「
相
手
に
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
表
現
力
」
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。�

���

　「
書
き
方
モ
デ
ル
」
は
、
思
考
の
発
達
段
階
に
沿

う
よ
う
に
、
学
年
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
内
容
を
変

え
て
い
る
。
　�

〔
低
学
年
〕
理
科
の
導
入
と
な
る
低
学
年
の
生
活
科

で
は
、
学
習
課
題
を
見
い
だ
し
た
り
意
識
し
た
り
す

る
き
っ
か
け
と
な
る
「
気
づ
き
」
の
、
量
と
質
の
向

上
を
重
視
。
モ
デ
ル
で
は
、「
ど
の
く
ら
い
の
お
お

き
さ
？
」「
ど
ん
な
に
お
い
？
」「
さ
わ
っ
て
み
る
と
？
」

と
い
っ
た
感
覚
を
用
い
た
観
察
の
視
点
を
与
え
る
と

共
に
、「
〜
の
よ
う
」「
〜
み
た
い
」
と
、
何
か
に
例

え
る
表
現
方
法
を
重
点
的
に
学
ば
せ
る
。「
書
く
こ

と
を
習
慣
付
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
自
由
な

気
づ
き
や
表
現
を
重
視
し
、
か
っ
ち
り
と
し
た
型
は

用
い
ま
せ
ん
」
と
、
西
浦
先
生
は
説
明
す
る
。�

〔
中
学
年
〕
理
科
の
授
業
が
始
ま
る
中
学
年
で
は
、

基
本
的
な
問
題
解
決
の
流
れ
に
沿
っ
た
書
き
方
モ
デ

ル
を
用
い
た
考
察
指
導
が
始
ま
る
。�

　「
低
学
年
か
ら
書
く
こ
と
に
は
慣
れ
さ
せ
て
い
ま

す
し
、
３
年
生
の
最
初
か
ら
書
き
方
モ
デ
ル
を
取
り

入
れ
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
に
抵
抗
感
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
」（
西
浦
先
生
）�

　
た
だ
、
す
ぐ
に
書
け
る
よ
う
に
な
る
子
ど
も
は
少

な
い
。
部
分
的
な
穴
埋
め
形
式
の
プ
リ
ン
ト
に
取
り

組
ま
せ
た
り
、
上
手
に
書
け
た
考
察
を
見
本
と
し
て

配
っ
た
り
し
て
型
に
慣
れ
さ
せ
る
。
最
初
は
考
察
の

指
導
に
１
時
間
ほ
ど
を
要
す
る
が
、
何
よ
り
大
事
な

　今日は、「植物と空気はどのようにかかわっているのか」
を勉強しました。�
　私は、二酸化炭素をとり入れ、酸素を出しているけど、
少しは呼吸をしていると予想しました。理由は、テレビでし
っていたことと、呼吸をしないと死ぬと思ったからです。�
　実験方法は、二酸化炭素の割合を高くすること・気体
けんちかんでしらべること、すぐと２じかん後に調べることです。
そして気体の割合の変化を見ました。�
　結果は、すぐO2...20.5％、CO2...3％　２じかんご
O2...24％以上、CO2...0.5％です。�
　他のグループも、酸素はふえていて、二酸化炭素はへっ
ていました。私は、予想と同じでした。身の回りでは、家
の植物も同じだと思いました。�
　だから植物と空気は、植物が二酸化炭素をすい、酸素
を出すという関けいがあり、私たちのこきゅうすることにもか
んけいがあることが分かりました。これを知って、私は植物
って大切だなと思い、植物のせわをがんばろうと思いました。�

低�

中�

高�

思
考
の
発
達
に
伴
い�

モ
デ
ル
の
中
身
を
変
え
る�

低・中・高学年の書き方モデル（2008年度）�図１�

6年生の考察の例�図２�

尾
道
市
立
高
見
小
学
校�

西
浦
武
　N

ishiura Takeshi�

研
究
主
任
、６
学
年
担
任
　�

特集�

第　回�

新学習指導要領へのアプローチ�
3
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の
は
地
道
な
個
別
指
導
、
と
西
浦
先
生
は
強
調
す
る
。�

　「
書
く
力
を
伸
ば
す
た
め
の
近
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。

授
業
中
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、
一
人
ひ
と
り
の

ノ
ー
ト
に
コ
メ
ン
ト
を
書
い
た
り
と
、
時
間
は
か
か

り
ま
す
が
個
別
指
導
は
不
可
欠
で
す
」（
写
真
１
、
２
）�

　
地
道
な
指
導
の
繰
り
返
し
に
よ
り
、
３
年
生
の
２

学
期
に
は
か
な
り
の
成
長
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。�

　「
多
く
の
子
ど
も
が
書
き
方
モ
デ
ル
に
照
ら
し
合

わ
せ
な
が
ら
、
何
と
か
考
察
を
書
け
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
こ
の
時
点
で
書
け
な
い
子
も
、
繰
り
返
し
練

習
し
て
き
た
経
験
か
ら
、『
何
の
た
め
に
実
験
を
す

る
の
か
』『
結
果
か
ら
何
が
わ
か
る
か
』
と
い
っ
た

授
業
の
目
的
や
流
れ
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
」（
西
浦
先
生
）�

〔
高
学
年
〕
図
表
な
ど
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
ま

と
め
さ
せ
た
り
、
実
験
・
観
察
の
結
果
を
既
習
事
項

や
身
の
ま
わ
り
の
事
象
に
結
び
付
け
て
考
察
さ
せ
た

り
と
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
思
考
力
・
表
現
力
を
養

成
し
て
い
る
（
P.�
９
図
２
）。�

���

　
書
き
方
モ
デ
ル
の
導
入
に
よ
り
、
理
科
の
授
業
の

展
開
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。�

　「
問
題
解
決
の
流
れ
を
踏
ま
え
な
い
授
業
で
は
、

書
き
方
モ
デ
ル
を
用
い
た
考
察
は
書
け
ま
せ
ん
。
授

業
の
中
で
ど
の
よ
う
な
考
察
を
さ
せ
た
い
か
を
考
え
、

そ
こ
に
た
ど
り
着
く
た
め
の
流
れ
を
考
え
て
授
業
を

組
み
立
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
西
浦
先
生
）�

　
板
書
は
左
か
ら
右
へ
と
思
考
の
流
れ
を
追
っ
て
書

き
、
考
察
を
書
く
際
に
子
ど
も
が
見
直
し
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
、
ノ
ー
ト
指
導
で
は
、

思
考
を
振
り
返
ら
せ
る
た
め
に
「
め
あ
て
」「
予
想
」

「
実
験
方
法
」「
結
果
」
な
ど
を
整
理
し
て
書
か
せ
る
。

学
習
の
流
れ
が
き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
て
い
る
た
め
、

各
単
元
の
最
後
に
、
学
ん
だ
こ
と
を
ノ
ー
ト
に
ま
と

め
る
際
に
も
ノ
ー
ト
を
見
直
し
や
す
い
。
西
浦
先
生

の
場
合
、
ノ
ー
ト
を
保
護
者
に
見
せ
て
、
子
ど
も
や

教
師
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

保
護
者
が
見
て
も
、
学
習
内
容
が
一
見
し
て
わ
か
る
。�

　
よ
り
密
度
の
濃
い
授
業
に
す
る
た
め
、
０８
年
度
に

は
「
見
取
り
表
」
を
つ
く
っ
た
。
こ
れ
は
、
授
業
中

の
声
か
け
や
子
ど
も
の
反
応
を
事
前
に
具
体
的
に
想

定
し
た
も
の
だ
。
あ
ら
か
じ
め
子
ど
も
の
思
考
の
流

れ
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
師

は
気
持
ち
に
余
裕
を
持
っ
て
授
業
に
臨
め
、
子
ど
も

の
小
さ
な
つ
ぶ
や
き
も
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。�

　「
授
業
を
通
し
て
考
え
さ
せ
た
り
気
づ
か
せ
た
り

し
た
い
こ
と
を
、
教
師
が
よ
り
明
確
に
意
識
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
授
業
の
準
備
を
し

っ
か
り
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
思
考
力
を
更
に
伸

ば
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
手
応
え
を
感
じ
て
い

ま
す
」（
西
浦
先
生
）�

　
子
ど
も
の
思
考
力
が
育
っ
て
い
る
の
を
実
感
す
る

の
は
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
だ
。
以
前
に
比
べ
、
詳

し
く
指
導
し
な
く
て
も
、
質
の
高
い
作
品
を
提
出
す

る
子
ど
も
が
増
え
た
と
い
う
。
書
き
方
モ
デ
ル
を
通

し
て
培
っ
た
思
考
力
は
、
幅
広
い
応
用
力
を
備
え
て

い
る
と
い
え
そ
う
だ
。�

書
か
せ
た
い
考
察
を
想
定
し�

授
業
を
組
み
立
て
る�

�

写真１　考察作成の指導は、個別のアドバイスが最も効果的という。
何を書くべきかを迷ったら、問題解決の流れに沿って書かれている板
書を見直すように指導する�

写真２　ノートを回収して考察をチェックする際は、「何がよくて、
何が足りないか」という点がはっきりとわかるように、具体的なアド
バイスを書くようにする。この観点は全学年で統一している�
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自
分
の
考
え
を
論
理
的
に
書
い
た
り
話
し
た
り
す

る
の
が
苦
手
な
子
ど
も
が
多
い
―
―
。�

　
以
前
か
ら
理
科
研
究
に
力
を
注
い
で
き
た
明
成
小

学
校
が
、
２
０
０
７
年
に
理
科
を
通
し
た
「
Ｐ
Ｉ
Ｓ

Ａ
型
読
解
力
」（
注
）
の
育
成
に
研
究
の
重
点
を
移

し
た
背
景
に
は
、
そ
う
し
た
問
題
意
識
が
あ
っ
た
。

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
読
解
力
と
、
理
科
の
学
習
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
力
と
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。

研
究
主
任
の
夏
至
康
子
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す

る
。�

　「
本
校
で
は
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
読
解
力
と
は
、
自
ら

学
習
課
題
を
見
い
だ
し
、
予
想
し
、
確
か
め
、
解
決

す
る
と
い
う
『
自
力
解
決
力
』
そ
の
も
の
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
理
科
で
培
わ
れ
る
論
理
的
思
考
力

は
、
多
く
の
部
分
が
自
力
で
解
決
す
る
力
と
重
な
っ

て
い
ま
す
」�

　
P.�
12
図
は
、
同
校
が
実
践
す
る
、
理
科
を
通
し

た
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
読
解
力
育
成
の
た
め
の
授
業
モ
デ
ル

だ
。「
情
報
の
取
り
出
し
」「
解
釈
」「
熟
考
・
評
価
」

と
い
う
三
つ
の
過
程
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

特
に
力
を
注
い
で
い
る
の
が
、「
情
報
の
取
り
出
し
」

に
つ
い
て
の
研
究
だ
。
夏
至
先
生
は
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。�

　「
情
報
の
取
り
出
し
は
、
子
ど
も
に
疑
問
を
感
じ

さ
せ
て
『
問
題
』
を
発
生
さ
せ
る
過
程
の
こ
と
で
、

す
べ
て
の
学
習
の
起
点
と
な
り
ま
す
。
こ
の
過
程
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
単
元
や
授
業
の
冒
頭
で
、

子
ど
も
に
驚
き
や
感
動
を
体
験
さ
せ
て
、
興
味
を
引

き
出
す
の
が
非
常
に
有
効
で
す
。
そ
の
た
め
、
研
究

は
自
ず
と
教
材
開
発
に
関
す
る
内
容
が
主
体
と
な
り

ま
す
」�

���

　
同
校
の
授
業
で
は
、
ど
の
よ
う
に
教
材
を
活
用
し

て
い
る
の
か
。
０７
年
度
に
実
践
さ
れ
た
５
年
生
の
単

げ

し�

子
ど
も
の
疑
問
を
引
き
出
す�

教
材
研
究
に
力
点�

�

校
内
研
修
「
明
成
塾
」
で�

教
材
開
発
力
を
高
め�

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
読
解
力
を
育
む�

理
科
を
通
し
た
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
読
解
力
の
育
成
を
研
究
テ
ー
マ
に
掲
げ
る
明
成
小
学
校
。�

知
的
好
奇
心
を
持
っ
て
問
題
を
見
い
だ
さ
せ
る
た
め
に
、子
ど
も
に
驚
き
や
感
動
を
与
え
る
教
材
の
開
発
に
力
を
注
ぐ
。�

「
明
成
塾
」
と
呼
ば
れ
る
校
内
研
修
を
行
い
、問
題
意
識
や
研
究
成
果
を
共
有
し
、教
師
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。�

� 石
川
県
金
沢
市
立
明
成
小
学
校
�

１９９５年に２校が統合して開校。教
室間の仕切りがないオープンスクー
ルで、自由な雰囲気を持つ校風が特
徴。２０１０年に開かれる第４４回全国
小学校理科研究大会の会場に決まっ
た。�

S c h o o l  D a t a

校長◎木谷誠治�

児童数◎２５２人　学級数◎１３学級（うち特別支援学級２）�

所在地◎〒９２０-０８４５　石川県金沢市瓢箪町５-４８�

ＴＥＬ◎０７６-２３１-７４３８　ＵＲＬ◎http://www.kanazawa-city.ed.jp/meisei-e/�

公開研究発表会（生活科・理科）日程◎２００８年１１月２６日（水）１３:００～１７:００�

感
動
や
驚
き
を
基
に�

理
解
を
深
め
活
用
へ
つ
な
げ
る�

学
校
事
例
�

校
内
研
修
会
の
実
践
�

2

注　 自らの目標を達成し、自らの知識と可能性を発達させ、効果的に社会に参加するために、書かれたテキストを
理解し、利用し、熟考する能力（文部科学省「『読解力』向上に関する指導資料」より引用）�

め
い

せ
い�

きだに�
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元
「
て
こ
の
は
た
ら
き
」
を
例
に
挙
げ
た
い
。 

　
は
さ
み
や
ピ
ン
セ
ッ
ト
な
ど
、
て
こ
の
原
理
を
利

用
し
た
も
の
は
身
の
ま
わ
り
に
多
い
が
、
子
ど
も
が

そ
の
仕
組
み
や
便
利
さ
を
意
識
す
る
機
会
は
少
な
い
。

そ
こ
で
、
浅
永
玲
子
先
生
は
、
こ
の
単
元
の
導
入
時

に
、
ま
ず
、
子
ど
も
に
水
の
入
っ
た
２０
㎏
の
容
器
を

持
ち
上
げ
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
重
く

て
持
ち
上
げ
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
浅
永
先
生
は
、

子
ど
も
に
棒
を
渡
し
て
自
由
に
使
わ
せ
た
。
す
る
と
、

い
ろ
い
ろ
試
し
て
い
く
中
で
、
て
こ
の
原
理
を
用
い
、

容
器
を
持
ち
上
げ
る
子
ど
も
が
出
て
き
た
。 

　「
ど
ん
な
と
き
に
楽
に
持
ち
上
げ
ら
れ
る
か
、
い

ろ
い
ろ
と
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
、
浅
永
先
生
は

子
ど
も
に
試
行
錯
誤
を
促
し
た
。 

　「
最
初
は
持
ち
上
が
ら

な
か
っ
た
重
い
容
器
が
、

棒
を
使
え
ば
簡
単
に
持

ち
上
が
る
。
そ
う
し
た

驚
き
や
感
動
か
ら
『
て

こ
の
原
理
っ
て
す
ご
い
』

と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
、

次
の
学
習
へ
の
関
心
が

深
ま
る
の
で
す
」
と
、

浅
永
先
生
は
ね
ら
い
を

説
明
す
る
。
最
初
に
て

こ
の
効
果
を
体
感
さ
せ

る
か
ら
こ
そ
、
次
の
授

業
で
「
力
点
」「
作
用
点
」

「
支
点
」
と
い
っ
た
理
科

の
概
念
を
学
ぶ
際
に
、
興
味
を
持
っ
て
理
解
で
き
る

の
だ
。 

　
上
皿
天
�
な
ど
を
学
習
し
た
あ
と
は
、「
さ
お
�
」

を
使
っ
て
、
生
活
の
中
で
て
こ
の
仕
組
み
が
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
。
あ
る
子
ど
も
の
祖
父

が
さ
お
�
職
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
協
力

を
依
頼
し
、
指
導
に
取
り
入
れ
た
。 

　「
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
の
さ
お
�
を
使
い
、
数
グ

ラ
ム
の
も
の
か
ら
人
の
体
重
ま
で
を
測
ら
せ
ま
し
た
。

て
こ
の
原
理
を
実
感
を
伴
っ
て
理
解
さ
せ
る
と
共
に
、

先
人
の
知
恵
や
科
学
の
す
ば
ら
し
さ
、
楽
し
さ
を
感

じ
さ
せ
る
の
が
ね
ら
い
で
す
」 

　
現
代
の
�
と
は
仕
組
み
が
異
な
る
た
め
、
当
初
、

子
ど
も
た
ち
は
操
作
に
戸
惑
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

実
際
に
簡
単
な
さ
お
�
を
作
ら
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の

仕
組
み
が
わ
か
り
、
て
こ
の
原
理
に
つ
い
て
の
理
解

が
一
層
深
ま
っ
た
。 

   

　
同
校
で
は
、
ほ
か
の
単
元
で
も
児
童
が
教
材
を
自

ら
の
手
で
作
る
こ
と
を
重
視
す
る
。
例
え
ば
、
３
年

生
で
は
硬
貨
と
食
塩
水
を
使
っ
て
電
池
を
作
っ
た
り
、

５
年
生
で
は
振
り
子
の
原
理
を
応
用
し
た
お
も
ち
ゃ

を
考
え
さ
せ
た
り
し
て
い
る
。 

　「
一
通
り
の
学
習
を
終
え
た
あ
と
、
頭
と
手
を
使

っ
て
工
作
す
る
こ
と
に
よ
り
、
漠
然
と
し
て
い
た
知

識
が
完
全
に
自
分
の
も
の
に
な
り
ま
す
」
と
、
夏
至

先
生
は
そ
の
ね
ら
い
を
話
す
。
こ
う
し
た
工
作
は
、

ク
ラ
ス
全
員
で
取
り
組
む
た
め
、
一
人
ひ
と
り
に
確

実
に
力
を
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。�

　
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
に
関
す
る
学
習

で
も
、
可
能
な
限
り
、
一
人
ひ
と
り
に
体
験
さ
せ
る

こ
と
を
意
識
し
た
指
導
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
校
長

の
木
谷
誠
治
先
生
は
、
ビ
ー
カ
ー
と
メ
ス
シ
リ
ン
ダ

ー
の
扱
い
方
に
関
す
る
指
導
を
例
に
挙
げ
る
。 

　「
ま
ず
、
ビ
ー
カ
ー
に
１
０
０
ml
の
水
を
正
確
に

注
ぐ
よ
う
に
指
示
し
ま
す
。『
本
当
に
ぴ
っ
た
り
？
』

と
聞
く
と
、
子
ど
も
は
た
い
て
い
自
信
満
々
に
『
は

い
！
』
と
答
え
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
メ
ス
シ
リ
ン
ダ

ー
に
水
を
移
さ
せ
る
と
、
か
な
り
の
誤
差
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
よ
う
な
驚

き
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ビ
ー
カ
ー
と
メ
ス
シ

て
ん
び
ん 

き

だ
に 

授業モデル� 具体的な事例�

枯れた植物　枯れていない植物�

�

�

ちがう�

�

何で？�

�

どうして？�

�

水が影響？　肥料が影響？�

実証、再現、客観によって証明�
「科学的思考」�

条件を同じにするもの（条件制御）�
肥料、光、土�

なぜCは水を与えたのに枯れたのか？�

水の量が問題なのか？�

�

�

水の量は影響するのだろうか�

情
報
の
取
り
出
し�

解
　
釈�

熟
考
・
評
価�

文章� 図表� 実物�

違いに気づく�

何で？�

○○が影響している�

＝問題を発生させる�

何を評価の規準とするのか�

結果�

新たな課題�

結果と仮説（予想）とのずれ�

考察�

＝仮説�

判断と根拠「論理的思考」�

どうして？�←何がそうさせるの？�
（話型）�

図表で表す（書く）�

判断と根拠「論理的思考」�

文章で表す（書く）�

図表で表す（書く）�

生活経験から…�

水を与えれば
枯れない�

水を与えなけ
れば枯れる�

 水を与える 水を与えない�

A 枯れない 枯れた�

B 枯れない 枯れた�

C 枯れた 枯れた�

�

頭
と
手
を
使
っ
た
工
作
や
体
験
で�

知
識
や
技
能
の
理
解
も
深
ま
る�

ＰＩＳＡ型読解力を育成するための授業モデル（理科）�図�
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リ
ン
ダ
ー
の
用
途
に
つ
い
て
の
実
感
的
な
理
解
が
深

ま
る
の
で
す
」 

   
　
教
材
や
指
導
法
に
つ
い
て
、
同
校
の
教
師
が
一
体

と
な
っ
て
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
共
有
す
る
場
が
「
明

成
塾
」
だ
。 

　
職
員
室
の
一
角
に
は
、
３８
型
の
薄
型
テ
レ
ビ
と
Ｄ

Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
週

１
回
、
教
師
が
集
ま
り
、
授
業
を
撮
影
し
た
ビ
デ
オ

を
再
生
し
、
意
見
を
交
換
す
る
。
こ
の
校
内
研
修
は
、

０６
年
度
に
金
沢
市
学
校
力
向
上
推
進
事
業
に
指
定
さ

れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
始
め
た
。
当
初
は
有
志
が

不
定
期
に
行
っ
て
い
た
が
、「
定
期
的
に
実
施
し
た

い
」
と
い
う
声
を
受
け
て
、
毎
週
水
曜
の
放
課
後
を

充
て
た
。
基
本
的
に
教
師
全
員
が
参
加
し
、
順
番
に

発
表
を
担
当
す
る
。 

　「
指
導
技
術
や
教
材
開
発
、
授
業
構
成
な
ど
に
つ

い
て
の
意
見
を
交
わ
す
の
が
ね
ら
い
で
す
。
本
校
に

は
５０
代
の
教
師
が
多
い
た
め
、
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手

へ
の
技
術
の
継
承
の
場
と
し
て
も
重
視
し
て
い
ま
す
」

（
木
谷
校
長
） 

　
担
当
教
師
は
、
授
業
を
自
分
で
撮
影
す
る
。
研
修

時
に
そ
の
映
像
を
ビ
デ
オ
で
見
せ
な
が
ら
、
指
導
や

教
材
の
意
図
を
説
明
。
そ
れ
に
対
し
て
、
参
加
者
は

自
由
に
質
問
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
。
内
容
は
、
声

の
か
け
方
や
子
ど
も
の
反
応
、
板
書
、
教
材
、
学
級

運
営
な
ど
多
岐
に
渡
る
。 

　
時
間
的
な
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
研
修
時
間

は
原
則
と
し
て
３０
分
。
短
時
間
の
た
め
、
継
続
し
た

実
施
が
可
能
と
な
り
、
集
中
し
て
取
り
組
め
る
効
果

も
あ
る
と
い
う
。 

　「
授
業
を
分
析
す
る
観
点
が
共
有
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
研
究
授
業
で
の
議
論
も
深
ま
り
、
意
義
深
い

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
」（
浅
永
先
生
） 

　
明
成
塾
と
並
行
し
て
、
０８
年
度
に
は
「
理
科
実
技

研
修
会
」
を
始
め
た
。
理
科
の
指
導
力
の
底
上
げ
を

目
的
と
し
た
、
実
験
・
観
察
器
具
の
操
作
技
能
に
関

す
る
研
修
会
だ
。
理
科
の
研
究
主
任
ら
を
講
師
と
し

て
、
理
科
室
で
実
際
に
器
具
を
取
り
扱
い
な
が
ら
進

め
る
。�

　
浅
永
先
生
は
、「
元
々
私
は
理
科
の
指
導
に
苦
手

意
識
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
研
修
会
に
参
加
し
て
、

以
前
に
比
べ
て
気
持
ち
に
余
裕
を
持
っ
て
授
業
に
臨

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
。
現
在
は
不
定

期
に
実
施
し
て
い
る
が
、
今
後
は
月
１
回
の
定
期
化

を
検
討
し
て
い
る
。 

　
こ
う
し
た
校
内
研
修
に
よ
り
、
明
成
小
学
校
で
は

教
師
間
に
互
い
に
学
び
合
う
関
係
が
生
ま
れ
て
き
た
。

木
谷
校
長
は
意
欲
的
に
こ
う
語
る
。 

　「
子
ど
も
に
と
っ
て
望
ま
し
い
学
級
と
は
、
わ
か

っ
た
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、『
こ
こ
が
わ
か
ら
な
い
』

と
、
気
兼
ね
な
く
言
い
合
え
る
集
団
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
同
様
に
、
教
師
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
、

い
つ
で
も
ほ
か
の
教
師
に
質
問
し
合
え
る
関
係
を
つ

く
り
た
い
。
そ
の
よ
う
な
環
境
が
あ
っ
て
こ
そ
、
教

師
は
伸
び
て
い
け
る
は
ず
で
す
」 

写真　明成塾では、授業についての意見を交換するほか、各自がつくった教材を
共有する場にもなっている。ほかの部屋で行うのではなく、職員室の一角にスペー
スを設けているからこそ、肩肘張らずに話せる雰囲気が生まれているという�

教
師
が
学
び
合
う�

校
内
研
修
会
「
明
成
塾
」�

金
沢
市
立
明
成
小
学
校
校
長�

木
谷
誠
治
　K

idani S
eiji


　�金
沢
市
立
明
成
小
学
校�

夏
至
康
子
　G

eshi Yasuko


研
究
主
任
、５
学
年
担
任
　�

金
沢
市
立
明
成
小
学
校�

浅
永
玲
子
　A

sanaga R
eiko


生
徒
指
導
主
事
、６
学
年
担
任
　�

3

特集�

第　回�

新学習指導要領へのアプローチ�

13 ［小学版］ 2008 Autumn

�



移行措置期間中の標準授業時数（理科）��

移行措置開始までに�
確認・実施しておきたいこと�

＊２０１０年度までは、教材として移行期間用の資料を使用。新しい教科書は、２０１１年度以降に使用�
＊文部科学省「移行措置期間中の標準授業時数について」を基に、編集部が作成�
�

 

理科は、各学年とも授業時数が増えるため、理科室の使

用計画確定まで時間がかかる可能性がある。指導計画の

１次案の作成には、なるべく早く取りかかる必要がある。�

ポイント�
＊編集部作成�

 ２００８ ７０（２） ９０（２.６） ９５（２.７） ９５（２.７）  ３５０�

 ２００９ ９０（２.６） １０５（３） １０５（３） １０５（３） ４０５�

 ２０１０ ９０（２.６） １０５（３） １０５（３） １０５（３） ４０５�

 ２０１１ ９０（２.６） １０５（３） １０５（３） １０５（３） ４０５�

�

 年度 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 合計（時間）�

�

※（　）は週あたりのコマ数�

�

変
更
点
整
理
�

２
０
０
９
年
度
以
降
の
学
年
別
指
導
内
容
�
　
小
学
校
で
は
、
２
０
０
９
年
度
か
ら
新
学
習
指

導
要
領
へ
向
け
た
移
行
措
置
が
行
わ
れ
る
。
中
で

も
理
科
に
つ
い
て
は
、
新
学
習
指
導
要
領
に
円
滑

に
移
行
で
き
る
よ
う
、
移
行
措
置
期
間
中
に
授
業

時
数
を
増
や
し
て
、
新
学
習
指
導
要
領
の
内
容
を

先
行
実
施
す
る
。
そ
の
た
め
、
２
０
０
８
年
度
中

に
、
次
年
度
以
降
に
加
え
ら
れ
る
内
容
も
含
め
た

指
導
計
画
を
立
案
す
る
必
要
が
あ
る
。
各
学
年

で
の
指
導
内
容
、
特
に
新
た
に
加
え
ら
れ
る
事
項

を
以
下
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。
 

改訂方針、並びに２００９年度より新たに加えられる内容等について、新
学習指導要領および解説書などを参照して確認する。�
�
他学年からの移行内容や、現在は発展的な内容として扱われているも
のについて、現行の教科書で確認。教科書に記載がない場合は、解説
書や文部科学省が配付する資料を参考に指導内容を確認する。�
�
２００９年度の指導方針を取りまとめ、年間指導計画の１次案を作成する。
単元ごとに、その指導に必要な指導内容や教材、実験器具などを確認
する。�
�
各学年、並びに中学校の内容との系統性を踏まえ、１次案を検討する。
また、併せて評価の方針についても検討する。�
�
各学年の指導計画が固まった状態で、理科室の使用計画を立案する。�

２００８年�
  １２月まで�
�

２００９年�
  １月以降�
�

時期�

現行�

移行措置�

完全実施�

内容�
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学年別  新課程一覧と移行措置から追加される主な内容�

 A（１）物と重さ�
粘土などの身のまわりにあるものをいろい

ろな形に変え、体感を基に重さの違いを

比較。天�や自動上皿�を用いて重さを

数値化し、形が変わっても重さが変わらな

いことを捉える。体積についても同様に粘

土などを用いて比較し、体積が同じでも、

ものにより重さが違うことを捉える。 

→第５学年「A（１）物の溶け方」につなが
る�
 

教材として、体積の同じ木球や鉄球なども考

えられる。重さを量るものについては、簡易な

天Qなどでもよいだろう。 

 

 A（２）風やゴムの働き�
風やゴムの力で動く物を作り、風を当てる、

ゴムを引っ張る、巻くなどをしたときの物の

動く様子を比較。送風機などで風の強さ

を変える、ゴムの長さを変えずに、二重に

して強さを変えるなどの比較を通して、風

やゴムの力が物を動かすことを捉える。 

→第５学年「A（２）振り子の運動」につな
がる�

�

ゴムの力を試すための教材によって、授業の

展開が変わる可能性がある。場所によって使

えるおもちゃなども異なるため、プロペラ付き

の自動車にするか、船にするかなど、教材も含

めて展開を考える必要がある。�

�
 B（２）身近な自然の観察 
学校で栽培している植物や、校庭などに

見られるキク科の植物、アリやカエルなど

の動物を観察し、色、形などの形態を捉え

る。生物や環境とのかかわりがよくわかる

動植物には、アブラナ科、ミカン科の植物

やダンゴムシなどの節足動物が考えられる。 

→第６学年「B（３）生物と環境」につなが
る�
 

学校の立地により、まわりの田畑や砂浜など

を観察することも考えられる。�

Ａ 物質・エネルギー�
（１）物と重さ�
 ア　形と重さ イ　体積と重さ�
（２）風やゴムの働き�
 ア　風の働き イ　ゴムの働き�
（３）光の性質�
 ア　光の反射・集光�
 イ　光の当て方と明るさや暖かさ�
（４）磁石の性質�
 ア　磁石に引きつけられる物 イ　異極と同極�
（５）電気の通り道�
 ア　電気を通すつなぎ方 イ　電気を通す物�

Ｂ 生命・地球�
（１）昆虫と植物�
 ア　昆虫の成長と体のつくり�
 イ　植物の成長と体のつくり�
（２）身近な自然の観察�
 ア　身の回りの生物の様子�
 イ　身の回りの生物と環境とのかかわり�
（３）太陽と地面の様子�
 ア　日陰の位置と太陽の動き�
 イ　地面の暖かさや湿り気の違い�
�

※アミ掛け部分は追加される内容。下線部以外は、2009年度から移行。表内の「内取」は「内容の取り扱い」を指す�

�

ポイント�

ポイント�

ポイント�

■第3学年�

 A（２）ウ　水の三態変化�
沸騰させた水から出た泡を集めて冷やす

と水になることや、水を０℃まで冷やすと氷

に変わり、体積が増えることなどから、水は

温度によって液体、気体、固体と状態が変

化することを捉える。 

→中学校第１分野「（２）ウ　状態変化」
につながる�
 

実験結果をグラフに書かせると、水は一定の

温度まで上昇すると、それ以上は温度が上が

らないことを実感でき、「沸騰とは何か」の理

解につながる。 

 

 B（１）人の体のつくりと運動�
子どもが自分の体に直接触れることを手

がかりに、骨の位置や筋肉の存在と役割

の違いを捉える。また、体を動かす際には

骨や筋肉、関節が関係していることを、実

際に体を動かすことや、学校飼育のほに

ゅう類の体の観察を通じて捉える。 

→第６学年「B（１）人の体のつくりと働き」

につながる 
�

自分の体を触りながら学習させる。体の中は

見られないので、映像や図鑑などを活用する

とわかりやすい。�

�
 B（３）ア　天気による１日の気温の変化 
１日の気温の変化を調べてグラフに表し、

晴れた日には日中に気温が上がる山型の

グラフに、曇りや雨の日には高低差の小さ

いグラフになることを理解させる。これによ

って、１日の気温の変化の仕方は、天気

によって違いがあることを捉える。 

→第５学年「B（４）天気の変化」につなが
る�
 

１日の変化を実測してみる。午前９時半ごろ

から始めて１時間に１回程度。気温の変化

がわかりやすい、春や秋などがよい。�

�

Ａ 物質・エネルギー�
（１）空気と水の性質�
 ア　空気の圧縮 イ　水の圧縮�
（２）金属、水、空気と温度�
 ア　温度と体積の変化 イ　温まり方の違い�
 ウ　水の三態変化�
 （→現行Ｃ（２）ア「水の状態変化」に�
 　「氷の体積変化」を追加）�
（３）電気の働き�
 ア　乾電池の数とつなぎ方 �
 イ　光電池の働き�

Ｂ 生命・地球�
（１）人の体のつくりと運動�
 ア　骨と筋肉 イ　骨と筋肉の働き�
 （→内取３（３） 関節の働き）�
（２）季節と生物�
 ア　動物の活動と季節 イ　植物の成長と季節�
（３）天気の様子�
 ア　天気による１日の気温の変化�
 （→現行第５学年から移行）�
 イ　水の自然蒸発と結露�
（４）月と星�
 ア　月の形と動き イ　星の明るさ、色�
 ウ　星の動き�

ポイント�

ポイント�

ポイント�

■第4学年�

＊文部科学省「移行措置の概略（小学校算数・理科）」、「小学校学習指導要領解説　理科編」を基に、編集部が作成。「ポイント」は編集部作成�

てん びん 

特集�

第　回�

新学習指導要領へのアプローチ�
3
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 A（３）電流の働き�
電流には磁力を発生させる働きがあると

共に、電流の向きを変えると電磁石の極

が変わること、電磁石の強さは、電流の強

さや導線の巻数によって変わることを捉え

る。指導では、導線の巻数を一定にして

電流の強さを変えるなど、変える条件と変

えない条件を制御して実験を行う。�

→第６学年「A（４）電気の利用」につなが
る�

�

６年生からの移行単元だが、５年生の問題解

決能力を意識し、条件制御の大切さを教える。�

�

 B（２）イ　水中の小さな生物�
池や川の水を採取。顕微鏡などで観察し、

魚が水中の生物を食べて生きることを捉える。�

�

顕微鏡の操作法を教えながら、食物連鎖の基

本を学ばせる。�

 B（３）イ　川の上流・下流と川原の石�
観察などから、川の上流と下流の石の大

きさや形の違いを捉える。また、上流では

侵食が、下流では堆積が見られるなど、水

の働きの違いによる川の様子を捉える。�

�

可能な範囲で現地観察を行う。単元学習中

でなくても、遠足の機会を利用するなど、実際

に川全体の様子を見せることが大切。�

�

 B（４）ア　雲と天気の変化�
空の観察を通じて、天気の変化と雲の量

や動きが関係していることを捉える。また、

観察結果と気象衛星からの情報などを関

連付け、雲には乱層雲などさまざまなもの

があることを捉える。�

�

天気によってさまざまな雲の種類があることを、

実際に空を見て確認させる。�

�

Ａ 物質・エネルギー�
（１）物の溶け方�
 ア　物が水に溶ける量の限度�
 イ　物が水に溶ける量の変化�
 ウ　重さの保存�
（２）振り子の運動�
 ア　振り子の運動�
（３）電流の働き�
 ア　鉄心の磁化、極の変化�
 イ　電磁石の強さ�
 （→現行第６学年から移行）�

Ｂ 生命・地球�
（１）植物の発芽、成長、結実�
 ア　種子の中の養分 イ　発芽の条件�
 ウ　成長の条件 エ　植物の受粉、結実�
（２）動物の誕生�
 ア　卵の中の成長 イ　水中の小さな生物 ウ　母体内の成長�
（３）流水の働き�
 ア　流水の働き�
 イ　川の上流・下流と川原の石 ウ　雨の降り方と増水�
（４）天気の変化�
 ア　雲と天気の変化 イ　天気の変化の予想�
�

ポイント�

ポイント� ポイント�

ポイント�

■第5学年　※下線は、２０１０年度から変更になる部分�

 A（３）てこの規則性�
１か所で支えて水平になった棒の支点か

ら左右に等距離の位置に物を吊り下げ、

棒が水平につり合えば物の重さは等しい

ことを捉える。てこを傾ける働きの大きさが、

（力点にかかる重りの重さ）×（支点から

力点までの距離）で決まり、両側のてこを

傾ける働きの大きさが等しいときにつり合

うこと、身のまわりでもてこの規則性が利用

されていることを捉える。�

→中学校第１分野「（５）イ　力学的エネ
ルギー」につながる�
�

結論に至る過程が大切。いろいろな実験をし、

結論に至るまでの考え方などを理解させる。ク

レーン車など、てこの応用法を考えさせる。�

 A（４）電気の利用�
手回し発電機などで電気をつくり、それを

蓄電器に蓄えられることを捉える。発電機

を電熱線などにつなぐことなどから、電気

は光、音、熱などに変わり、電熱線の長さ

は一定で太さを変えると発熱する程度が

変わることを捉える。身のまわりに電気に

関するさまざまな道具があることを捉える。�

�

蓄電器、電子オルゴールなどの教材の準備が

必要。電源装置などもあると安定して電気が

流せるので便利。事故が起こらないよう、安全

性を重視した上で実験を行うことが大切。�

�
 B（１）エ　主な臓器の存在�
呼吸には肺、消化・吸収・排出には主に胃・

小腸・大腸・肝臓、血液の循環には心臓、

尿をつくるには腎臓が関係していることを

臓器の名称と体内の位置と共に捉える。�

�

各臓器の役割を関連させ、最適な配置となっ

ている人体の不思議とすばらしさを感じさせる。�

�

 B（３）イ　食べ物による生物の関係�
植物を食べる動物がいて、その動物もほ

かの動物に食べられること、生物には食う・

食われるの関係があることを知る。例えば

昆虫や草食性のほにゅう類などを扱う。�

�

映像などで、食物連鎖の関係を見せる。�

�

 B（５）月と太陽�
月に見立てたボールに光を当てるなどの

実験をし、太陽と月の位置と月の見え方の

関係を調べ、月は日によって形が変わって

見え、月の輝いている側に太陽があること

を捉える。月は太陽の光を反射しているこ

と、表面にはクレーターが見えることを双眼

鏡や望遠鏡での観察や資料で捉える。�

�

子どもが地球の視線で月と太陽の関係を捉え

られるよう、体育館のような少し広い場所で実

験を行い、実際に空を見る観察と関連付ける。�

Ａ 物質・エネルギー�
（１）燃焼の仕組み�
 ア　燃焼の仕組み�
（２）水溶液の性質�
 ア　酸性、アルカリ性、中性�
 イ　気体が溶けている水溶液�
 ウ　金属を変化させる水溶液�
（３）てこの規則性�
 ア　てこのつり合いと重さ�
 イ　てこのつり合いの規則性�
 ウ　てこの利用�
（４）電気の利用�
 ア　発電・蓄電 イ　電気の変換�
 ウ　電気による発熱 エ　電気の利用�

Ｂ 生命・地球�
（１）人の体のつくりと働き�
 ア　呼吸 イ　消化・吸収 ウ　血液循環�
 エ　主な臓器の存在（→内取３〈２〉イ 肺、胃、小腸、大腸、肝臓、腎臓、心臓）�
（２）植物の養分と水の通り道�
 ア　でんぷんのでき方 イ　水の通り道�
（３）生物と環境�
 ア　生物と水、空気とのかかわり    イ　食べ物による生物の関係�
（４）土地のつくりと変化�
 ア　土地の構成物と地層の広がり イ　土地のでき方と化石�
 ウ　火山や地震による土地の変化�
（５）月と太陽�
 ア　月の形と太陽の位置 イ　月の表面の様子�
 （→内取３〈５〉地球から見た太陽と月の位置関係）�

ポイント�

ポイント�

ポイント�

ポイント�

ポイント�

■第6学年　※下線は、２０１０年度から変更になる部分�
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���　
夕
方
５
時
近
く
、
１
日
の
歩
行
指
導
が
終
わ
る
。
盲
導
犬
を
使

っ
た
視
覚
障
害
者
の
歩
行
指
導
で
は
、
と
き
に
１
日
１０
㎞
も
歩
く

こ
と
が
あ
る
。
休
む
間
も
な
く
今
度
は
盲
導
犬
の
食
事
の
時
間

だ
。「
ア
イ
メ
イ
ト
協
会
」
の
建
物
の
２
階
、
視
覚
障
害
者
が
歩

行
指
導
を
受
け
る
４
週
間
の
間
、
指
導
員
と
共
に
寝
泊
り
す
る
宿

舎
。
指
導
員
は
視
覚
障
害
者
に
犬
へ
の
食
事
の
与
え
方
も
指
導
す

る
。�

　
こ
れ
か
ら
の
長
い
時
間
、
文
字
通
り
寝
食
を
共
に
す
る
視
覚
障

害
者
と
盲
導
犬
の
間
に
、「
目
の
仲
間
」
と
し
て
の
信
頼
が
育
ま

れ
る
時
で
も
あ
る
。
歩
行
指
導
員
の
仕
事
に
就
い
て
３５
年
、
中
野

薫
さ
ん
が
、
犬
の
扱
い
に
不
慣
れ
な
視
覚
障
害
者
に
助
言
す
る
声

が
静
か
に
流
れ
る
。
人
と
犬
の
信
頼
関
係
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ

う
に
図
る
こ
と
は
、
指
導
員
に
と
っ
て
重
要
な
仕
事
だ
。
そ
の
様

子
を
、
見
習
生
の
１
人
が
じ
っ
と
見
守
る
。�

　
現
在
、「
ア
イ
メ
イ
ト
協
会
」
の
職
員
は
、
歩
行
指
導
員
６
人
、

研
修
生
６
人
、
他
に
事
務
局
が
４
人
の
計
１６
人
で
あ
る
。
一
人
前

の
歩
行
指
導
員
に
な
る
た
め
に
は
、
３
年
の
見
習
期
間
と
２
年
間

の
研
修
を
経
験
す
る
こ
の
間
、
見
習
生
に
と
っ
て
は
「
観
察
す
る

目
」
を
養
う
こ
と
が
大
切
に
な
る
。�

　
盲
導
犬
に
よ
る
歩
行
指
導
の
現
場
で
は
、
予
期
し
な
い
こ
と
が

起
き
る
。
そ
の
ど
れ
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
対
応
で
き
る
問
題
で
は
な

い
。
中
野
さ
ん
が
、
こ
う
説
明
す
る
。�

　「
大
事
な
の
は
瞬
時
の
判
断
と
創
意
工
夫
で
す
。
盲
導
犬
が
視

覚
障
害
者
を
正
確
に
誘
導
し
な
い
と
き
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
？

そ
れ
は
状
況
に
よ
っ
て
皆
違
い
ま
す
。
そ
の
場
で
自
分
で
考
え
、

適
切
な
解
決
法
を
見
つ
け
て
、
指
導
し
な
い
と
い
け
な
い
。
歩
行

指
導
員
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
時
々
の
判
断
力
で
す
」�

　
そ
の
と
き
の
た
め
に
も
普
段
か
ら
視
覚
障
害
者
と
盲
導
犬
の
動

き
、
先
輩
指
導
員
の
反
応
を
観
察
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。「
ど

ん
な
小
さ
な
動
き
も
見
逃
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
中
野
さ

ん
は
い
う
。�

N u m b e r 3

教える現場　　育てる言葉�

現場で学ぶ�
瞬間の判断力と創意工夫�

視覚障害者の歩行指導を通して社会参加する�

盲人更生援護施設　（財）アイメイト協会�

見
習
期
間
中
に
�

「
観
察
す
る
目
」
を
養
う
�

高校を出て間もない若者が、真剣な表情で犬の訓練に取り組む。�
犬舎の清掃、排便の世話もする。盲導犬を「目」として、視覚障害者の社会参加を支援する�

アイメイト協会では日常の風景だ。「犬が好き」なだけではできない仕事だが、盲導犬による視覚障害者の�
歩行指導員を目指す者にとって、ここは仕事を通して自らが社会参加する場でもある。�

１９４８年、塩屋賢一会長が盲導犬育成を志し、試行錯誤で
始め、５７年には国産初の盲導犬「チャンピィ」を誕生させ
た。７１年には東京盲導犬協会を設立し、８９年、アイメイト
協会と名称を改定。これまでのほぼ５０年間に、１０００頭以
上の盲導犬アイメイトを育成。アイメイトを「目」として自立
した視覚障害者は１０００人を超える。現在、年間４０～４５頭
のアイメイトを育てる。�

◎盲導犬の歴史は古く、西暦７９年、火山の噴火で埋も
れたポンペイの発掘品に、犬に引かれて歩く盲目の音楽
師の姿などが描かれた遺物が見つかっている。日本では、
１９３９年、４人の実業家が、ドイツから盲導犬を１頭ずつ
輸入、陸軍に献納したのが最初とされる。本格的に盲導
犬の育成が始まるのは、戦後になってからである。国内の
視覚障害者の数は厚生労働省統計で約３８万２７００人とさ
れる（２００４年）。�

盲人更生援護施設　�

（財）アイメイト協会�

盲導犬�
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路
上
で
歩
行
指
導
を
受
け
る
４
週
間
、
視
覚
障
害
者
は
ざ
っ
と

１
３
０
㎞
ほ
ど
の
距
離
を
歩
く
。
そ
の
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に

応
じ
て
盲
導
犬
と
の
呼
吸
を
合
わ
せ
て
い
く
が
、
そ
れ
に
は
見
習

生
も
付
き
従
う
こ
と
が
多
い
。
視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
も
、
見
習

生
に
と
っ
て
も
か
な
り
の
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
だ
。�

　
あ
る
見
習
生
が
、
協
会
の
機
関
誌
に
こ
う
書
い
て
い
る
。「
自

身
の
未
熟
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
い
い
経
験
を
し
て
い
る
。
鍛
練

を
積
み
、
訓
練
・
指
導
を
学
ぶ
こ
と
で
、
様
々
な
出
会
い
を
経
験

し
、
自
分
を
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
」�

　
本
当
に
視
覚
障
害
者
の
自
立
を
支
援
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
視

覚
障
害
者
と
１
対
１
の
人
間
と
し
て
向
き
合
う
場
面
も
出
て
く

る
。
し
か
も
多
く
の
場
合
、
視
覚
障
害
者
は
歩
行
指
導
員
よ
り
も

年
齢
が
高
く
、
人
生
経
験
を
積
ん
で
い
る
。
日
常
生
活
を
含
め

て
、
そ
う
い
う
人
を
指
導
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
指
導
す
る
側
の

人
間
性
が
問
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。「
そ
の
た
め
に
も
自
ら

を
磨
か
な
い
と
い
け
な
い
」
と
、
若
い
見
習
生
は
い
う
。�

���　
現
在
、
日
本
に
は
盲
導
犬
に
関
係
す
る
団
体
が
９
団
体
あ
る
。

歴
史
的
に
は
「
ア
イ
メ
イ
ト
協
会
」
が
最
も
古
く
、
協
会
が
こ
れ

ま
で
に
育
て
て
き
た
盲
導
犬
は
、
１
０
０
０
頭
を
超
え
る
。「
ア

イ
メ
イ
ト
」
と
は
、
ア
イ
メ
イ
ト
協
会
で
育
成
さ
れ
た
盲
導
犬
に

対
す
る
協
会
独
自
の
呼
び
方
で
、「
私
の
愛
す
る
目
の
仲
間
」
を

意
味
す
る
。�

　
協
会
に
と
っ
て
重
要
課
題
の
一
つ
は
、
歩
行
指
導
員
の
養
成
で

あ
る
。
指
導
員
の
仕
事
は
、
大
き
く
二
つ
あ
る
。
盲
導
犬
の
候
補

犬
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
・
レ
ト
リ
ー
バ
ー
に
基
礎
訓
練
、
誘
導
訓
練
を

施
し
、「
ア
イ
メ
イ
ト
」
に
育
て
上
げ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
視
覚

障
害
者
に
「
ア
イ
メ
イ
ト
」
を
使
っ
て
歩
行
す
る
技
術
を
指
導
す

る
こ
と
だ
。�

　
塩
屋
隆
男
理
事
長
は
、
歩
行
指
導
員
を
目
指
す
見
習
生
に
常
に

こ
う
話
し
か
け
て
い
る
と
い
う
。「
こ
こ
で
は
犬
の
訓
練
も
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
メ
イ
ン
の
仕
事
は
そ
の
先
に
あ
る
。『
自
分

で
歩
く
』
と
い
う
視
覚
障
害
者
の
意
欲
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
で
す
。
人
と
の
付
き
合
い
が
苦
手
な
の
で
、
好
き
な
犬
の
世
話

を
し
た
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
こ
の
仕
事
ほ
ど
人
と
濃
密
に

向
き
合
う
仕
事
は
な
い
。
ま
ず
そ
れ
を
理
解
し
な
い
と
、
歩
行
指

導
員
は
務
ま
り
ま
せ
ん
」�

　
協
会
の
建
物
に
は
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
や
点
字
プ
レ
ー
ト
な
ど
視

覚
障
害
者
の
歩
行
を
手
助
け
す
る
設
備
が
一
切
な
い
。
こ
こ
に
は

「
主
体
は
人
間
で
あ
る
」
と
い
う
�

基
本
理
念
�

盲人更生援護施設（財）アイメイト協会�

現場で学ぶ�
瞬間の判断力と創意工夫�
視覚障害者の歩行指導を通して�

社会参加する�

教える現場　　育てる言葉�

見習生にアイメイトの訓練を指導する中野さん�
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「
ア
イ
メ
イ
ト
協
会
」
の
理
念
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。�

　「
視
力
は
な
く
て
も
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
す
る
。

人
の
助
け
を
受
け
る
立
場
か
ら
む
し
ろ
『
与
え
る
立
場
』
に
変
わ

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
視
覚
障
害
者
が
、
依
頼
心
を
捨
て
て
、
自

主
独
立
の
精
神
で
社
会
参
加
す
る
気
持
ち
が
大
切
で
あ
り
、
私
た

ち
は
そ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
の
で
す
」
と
、
塩
屋
理
事
長
は

い
う
。�

　
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
や
点
字
プ
レ
ー
ト
が
必
要
な
場
所
も
あ
る
。
だ

が
、
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
で
は
、
そ
う
し
た
設
備
に
頼
ら
な
く
て

も
、
視
覚
障
害
者
が
盲
導
犬
と
い
っ
し
ょ
に
ど
こ
で
も
自
由
に
外

出
で
き
る
よ
う
に
す
る
。「
ア
イ
メ
イ
ト
」
を
連
れ
て
い
る
時
、

晴
眼
者
の
手
を
借
り
ず
、
白
杖
も
使
わ
な
い
の
は
、「
自
分
で
歩

く
」
と
い
う
視
覚
障
害
者
の
意
思
を
大
事
に
し
て
い
る
か
ら
だ
。�

　「
主
体
は
人
間
」
の
考
え
方
は
、
歩
行
指
導
員
の
養
成
に
も
反

映
さ
れ
る
。「
盲
人
に
で
き
な
い
こ
と
に
だ
け
手
を
貸
す
」
と
の

方
針
で
、
視
覚
障
害
者
が
普
通
の
人
と
同
じ
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
助
言
を
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
の
だ
。
そ
れ
は
歩
行
姿
勢
か
ら

言
葉
遣
い
、
ナ
イ
フ
や
フ
ォ
ー
ク
の
使
い
方
、
食
事
の
仕
方
な
ど

日
常
生
活
の
態
度
に
ま
で
及
ぶ
。
指
導
す
る
側
も
視
覚
障
害
者
と

「
１
人
の
自
立
し
た
人
間
」
と
し
て
対
応
す
る
の
で
あ
る
。�

　
現
在
、
研
修
生
は
６
人
。
全
員
女
性
で
、
皆
２０
歳
か
ら
２２
、
２３

歳
と
若
く
、
大
学
を
出
て
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
者
も
い
る
。
視
覚

障
害
者
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
に
、
若
者
に
求
め
ら
れ
る
ハ
ー

ド
ル
は
極
め
て
高
い
。�

���　
見
習
期
間
の
３
年
間
は
、
毎
年
の
大
よ
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

決
ま
っ
て
お
り
、
犬
の
飼
育
、
管
理
、
衛
生
、
生
態
か
ら
始
ま

り
、
犬
の
心
理
や
繁
殖
、
血
統
、
遺
伝
、
あ
る
い
は
獣
医
学
の
初

歩
的
な
知
識
を
学
ん
で
い
く
。�

　
こ
う
し
た
犬
に
関
す
る
知
識
の
習
得
と
並
行
し
て
、
点
字
や
社

会
福
祉
、
盲
人
の
心
理
、
目
の
構
造
・
疾
病
な
ど
に
関
す
る
基
礎

も
勉
強
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
教
室
で
教
え
て
も
ら
う

の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
実
践
主
義
で
、「
自
ら
体
験
し
、
考

え
、
学
ぶ
」
が
基
本
だ
。
見
習
生
に
な
っ
て
２
か
月
も
す
る
と
、

犬
を
訓
練
す
る
仕
事
も
始
ま
る
。
最
初
は
親
切
に
教
え
て
も
ら
っ

て
も
、
後
は
自
分
で
考
え
て
や
る
こ
と
に
な
る
。�

　
見
習
生
の
１
日
の
仕
事
を
見
る
と
、
朝
８
時
に
全
体
の
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
が
あ
り
、
続
い
て
全
員
で
犬
舎
の
清
掃
、
犬
の
排
便
、
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
、
飼
料
づ
く
り
な
ど
の
雑
用
を
こ
な
す
。
犬
舎
に
は

７０
頭
ほ
ど
の
犬
が
お
り
、
こ
の
作
業
を
手
際
よ
く
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。�

　
２
年
目
に
入
る
と
、
自
分
が
担
当
す
る
犬
の
訓
練
に
取
り
組

む
。
特
に
前
方
に
障
害
物
が
あ
る
場
合
や
、
頭
上
に
何
か
飛
び
出

し
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
き
な
ど
、
視
覚
障
害
者
が
ぶ
つ
か
ら
な

い
よ
う
回
避
し
て
通
る
訓
練
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
経
験
が
浅
い

と
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
。�

　
見
習
生
が
視
覚
障
害
者
の
歩
行
指
導
に
少
し
ず
つ
関
わ
る
よ
う

に
な
る
の
は
、
３
年
目
に
入
っ
た
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。
前
出
の
見

習
生
の
よ
う
に
、
先
輩
指
導
員
が
歩
行
指
導
を
し
て
い
る
の
を
観

察
す
る
こ
と
か
ら
入
り
、
徐
々
に
指
導
役
を
譲
ら
れ
て
い
く
。
研

修
生
に
な
る
と
、
自
分
で
歩
行
指
導
を
担
当
す
る
な
ど
視
覚
障
害

者
と
の
関
わ
り
は
深
く
な
る
。�

　
歩
行
指
導
員
に
求
め
ら
れ
る
資
質
に
つ
い
て
、
塩
屋
理
事
長
は

こ
う
話
す
。「
相
手
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
そ
の
立
場
に
立
て
る

か
ど
う
か
で
す
。
そ
の
人
の
気
持
ち
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
決

し
て
同
情
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
と
し
て
の
幅
が
非

常
に
重
要
に
な
り
ま
す
」�

　
見
習
生
・
研
修
生
に
は
、
人
前
で
「
話
す
場
」
を
設
け
て
、
自

分
の
考
え
を
発
表
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
指
導
員
に
と
っ
て
、
自

分
の
考
え
を
目
の
見
え
な
い
相
手
に
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
不
可

欠
な
こ
と
も
あ
る
が
、
話
す
こ
と
で
そ
の
人
の
人
柄
が
分
か
る
か

ら
で
あ
る
。�

　
�

��　
５
年
間
の
見
習
と
研
修
を
経
て
、
協
会
の
理
事
が
「
合
格
」
の

承
認
を
出
す
と
初
め
て
歩
行
指
導
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

仕
事
の
ハ
ー
ド
さ
に
、
途
中
で
辞
め
る
見
習
生
も
い
る
。
だ
が
、

そ
れ
で
も
指
導
員
に
な
り
た
く
て
頑
張
る
若
者
が
い
る
。
定
期
的

に
募
集
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
応
募
者
も
募
集
人
員
の
５
〜
６

倍
は
来
る
。「
そ
こ
に
他
に
な
い
魅
力
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
で

す
か
」
と
塩
屋
理
事
長
は
い
う
。�

　「
歩
行
指
導
で
常
に
行
動
を
共
に
し
て
い
る
と
、
視
覚
障
害
者

に
精
神
的
な
変
化
が
生
じ
て
く
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。『
ア
イ
メ

イ
ト
』
に
よ
っ
て
主
体
的
に
生
き
て
い
け
る
喜
び
か
ら
、
人
生
観

や
生
き
方
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
す
。
指
導
員
は
そ
の
プ
ロ
セ
ス

に
関
わ
っ
て
い
る
。
若
い
人
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
は
嬉
し
い
と
思

い
ま
す
」�

　
あ
る
と
き
、
よ
う
や
く
「
ア
イ
メ
イ
ト
」
の
訓
練
に
携
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
見
習
生
が
、
や
は
り
機
関
誌
に
こ
う
感
想
を
書
い

た
。「
使
用
者
が
『
ア
イ
メ
イ
ト
』
と
共
に
旅
立
っ
て
い
く
姿
を

見
る
と
、
こ
の
仕
事
は
犬
の
訓
練
で
は
な
く
、
使
用
者
一
人
ひ
と

り
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
こ
と
だ
と
感
じ
る
」�

　
こ
の
見
習
生
も
「
犬
が
好
き
」
と
い
う
の
が
、
こ
の
道
を
選
ん

だ
も
と
も
と
の
動
機
で
あ
る
。
そ
れ
が
見
習
生
に
な
っ
て
１
年
余

り
、
自
分
の
使
命
の
重
さ
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
歩
行
指

導
員
と
い
う
仕
事
は
、
視
覚
障
害
者
の
人
生
に
深
く
関
わ
る
こ
と

で
、
指
導
員
自
身
が
社
会
と
向
き
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。�

「
自
ら
体
験
し
、考
え
、学
ぶ
」
が
�

成
長
の
鍵
�

視
覚
障
害
者
が
�

自
立
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
関
わ
れ
る
喜
び
�
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６
月
の
あ
る
平
日
の
午
後
、
名
崎
小
学

校
の
体
育
館
に
３
年
生
の
児
童
全
員
と
そ

の
保
護
者
が
集
ま
っ
た
。
ス
テ
ー
ジ
前
に

は
長
テ
ー
ブ
ル
が
置
か
れ
、
そ
の
上
に
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
ア
ル
ミ
缶
な
ど
が
並
べ
ら
れ

て
い
る
。�

　
会
場
の
拍
手
に
迎
え
ら
れ
て
登
場
し
た

の
は
、
地
元
住
民
に
よ
る
科
学
サ
ー
ク
ル

「
総
和
お
も
し
ろ
科
学
の
会
（
以
下
、
科
学

の
会
）」
の
会
長
の
峰
政
夫
さ
ん
と
副
会
長

の
山
室
秀
行
さ
ん
だ
。
挨
拶
の
あ
と
、
２

人
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
ラ
イ
タ
ー
を
近
づ

け
た
。
実
は
、
こ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ア

ル
コ
ー
ル
を
燃
料
に
し
た
、
お
手
製
の
ロ

ケ
ッ
ト
で
あ
る
。
引
火
す
る
と
、「
ポ
ン
」

と
い
う
高
い
音
と
共
に
ロ
ケ
ッ
ト
が
高
く

打
ち
上
げ
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
大
き

な
歓
声
が
わ
き
上
が
っ
た
。
峰
さ
ん
が
「
手

伝
っ
て
く
れ
る
人
は
い
ま
す
か
」
と
声
を

か
け
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
手
が
一
斉
に

挙
が
る
。
単
純
な
装
置
な
が
ら
想
像
以
上

に
飛
ぶ
た
め
か
、
保
護
者
の
間
か
ら
も
感

心
の
声
が
起
こ
っ
た
。�

　
次
は
、
親
子
で
取
り
組
む
ホ
イ
ッ
ス
ル

と
ブ
ー
メ
ラ
ン
作
り
だ
。
子
ど
も
た
ち
は

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
説
明
を
聞
き
、
保
護

者
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
熱
心
に
手
を
動

か
す
。
峰
さ
ん
、
山
室
さ
ん
と
共
に
３
学

年
の
教
師
た
ち
も
総
出
で
、
子
ど
も
た
ち

の
質
問
に
対
応
す
る
。
で
き
上
が
る
と
、

多
く
の
子
ど
も
が
ホ
イ
ッ
ス
ル
の
音
や
ブ
ー

メ
ラ
ン
の
飛
び
具
合
を
確
か
め
、
自
分
な

り
に
微
調
整
を
し
て
い
る
。
中
に
は
、
特

に
教
わ
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
自
発
的
に

ホ
イ
ッ
ス
ル
に
音
階
を
付
け
よ
う
と
試
行

錯
誤
を
し
て
い
る
子
ど
も
も
見
受
け
ら
れ

た
。�

　
最
後
に
、
希
望
す
る
子
ど
も
全
員
が
前

に
出
て
、
実
験
に
協
力
す
る
。
内
部
を
水

素
と
酸
素
で
満
た
し
た
長
い
ビ
ニ
ー
ル
ホ
ー

ス
を
子
ど
も
た
ち
が
支
え
た
ら
、
峰
さ
ん

が
ホ
ー
ス
の
口
に
ラ
イ
タ
ー
の
火
を
近
付

け
る
。
パ
ン
と
大
き
な
音
が
し
て
、
子
ど

も
た
ち
は
び
っ
く
り
。
こ
う
し
て
、
大
盛

況
の
う
ち
に
実
験
は
終
了
し
た
。�

　
こ
れ
は
、
同
校
が
毎
年
１
回
、
３
年
生

を
対
象
に
行
っ
て
い
る
「
親
子
科
学
教
室
」

の
様
子
だ
。「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の

１
コ
マ
で
、
身
近
な
材
料
を
使
い
な
が
ら

音
や
衝
撃
を
間
近
に
体
験
で
き
、
好
奇
心

を
く
す
ぐ
る
よ
う
な
実
験
や
工
作
を
「
科

学
の
会
」
の
協
力
を
得
て
行
っ
て
い
る
。

３
年
前
に
初
め
て
実
施
し
て
以
来
、
毎
年

恒
例
の
行
事
と
し
て
定
着
し
た
。�

���

　
名
崎
小
学
校
は
古
河
市
東
部
の
旧
・
三

和
町
に
あ
り
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て

い
る
が
、
近
年
は
安
全
面
へ
の
配
慮
も
あ

り
、
子
ど
も
が
川
遊
び
な
ど
を
通
し
て
直

接
自
然
と
触
れ
合
う
機
会
が
減
っ
て
い
る
。

ま
た
、
他
地
域
と
同
様
、
カ
ッ
タ
ー
な
ど

の
刃
物
を
使
っ
た
工
作
を
し
た
経
験
の
な

い
子
ど
も
も
多
く
な
っ
て
き
た
。�

　
そ
こ
で
、
同
校
は
「
実
体
験
か
ら
学
ぶ
」

機
会
を
広
げ
よ
う
と
、
校
内
に
自
然
観
察

の
た
め
の
「
希
望
の
池
」
を
設
け
る
な
ど
、

体
験
の
機
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

更
に
、「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
の
観
点

か
ら
、
学
校
周
辺
の
自
然
や
施
設
な
ど
を

地
元
の
科
学
サ
ー
ク
ル
と
�

協
力
す
る
「
親
子
科
学
教
室
」
�

楽
し
い
科
学
実
験
を
通
し
て�

子
ど
も
と
保
護
者
が
交
流
し�

興
味
・
関
心
を
育
て
る�

茨
城
県
古
河
市
立
名
崎
小
学
校�

茨
城
県
古
河
市
で
は
、地
域
の
科
学
サ
ー
ク
ル
「
総
和
お
も
し
ろ
科
学
の
会
」
と
�

学
校
が
協
力
し
て
、科
学
に
対
す
る
子
ど
も
の
夢
や
関
心
を
育
ん
で
い
る
。�

同
市
の
名
崎
小
学
校
で
行
わ
れ
た
「
親
子
科
学
教
室
」
の
様
子
か
ら
、�

子
ど
も
と
保
護
者
が
交
流
し
な
が
ら
、科
学
に
対
す
る
意
欲
や
関
心
を
高
め
る
ヒ
ン
ト
を
探
る
。�

3
年
生
に
科
学
の
楽
し
さ
に�

触
れ
て
も
ら
う�

�

こ

が
�
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調
べ
る
校
外
学
習
や
地
域
の
清
掃
活
動
な

ど
を
、
保
護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を

得
て
実
施
し
て
い
る
。「
親
子
科
学
教
室
」

は
、
こ
う
し
た
「
実
体
験
」
と
「
地
域
交

流
」
を
両
輪
で
進
め
る
試
み
の
一
つ
だ
。�

　「
親
子
科
学
教
室
」
の
ね
ら
い
を
、
今
田

昌
秀
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。�

　「
通
常
の
理
科
の
授
業
の
中
で
は
、
実
験

を
行
う
に
し
て
も
、
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ

た
内
容
で
行
う
の
が
原
則
で
す
。
単
元
の

ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
子
ど
も
の
興

味
や
関
心
を
引
く
こ
と
を
最
優
先
に
す
る

の
は
な
か
な
か
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、『
科
学
の
会
』
の
協
力
を
得
て
行

う
こ
の
『
科
学
教
室
』
で
は
、『
子
ど
も
に

と
っ
て
の
面
白
さ
』
を
一
番
に
考
え
た
実

験
が
で
き
ま
す
。
原
理
や
理
屈
は
ま
だ
わ

か
ら
な
く
と
も
、
と
に
か
く
科
学
実
験
の

楽
し
さ
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
自
然

現
象
や
身
近
な
道
具
へ
の
関
心
を
引
き
出

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」�

　
嶋
山
由
美
子
先
生
も
言
葉
を
継
ぐ
。�

　「
３
年
生
と
い
う
理
科
の
学
習
が
ス
タ
ー

ト
す
る
学
年
で
『
親
子
科
学
教
室
』
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
理
科
の
授
業

へ
の
導
入
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
ね
ら
い
が

あ
り
ま
す
。『
科
学
の
会
』
は
長
年
の
活
動

を
通
し
て
子
ど
も
の
心
を
つ
か
む
ポ
イ
ン

ト
を
心
得
て
い
る
の
で
、
安
心
し
て
お
任

せ
で
き
る
。
ね
ら
い
通
り
の
手
応
え
を
感

じ
て
い
ま
す
」�

���

　
親
子
科
学
教
室
は
、
子
ど
も
は
も
ち
ろ

ん
、
保
護
者
に
も
好
評
を
博
し
て
い
る
。�

親子で工作する「親子科学教室」�

1　アルコールロケットの実験�

ペットボトルや紙コップ
など、身近な材料を利
用した手作りロケットを、
アルコールを燃料に飛
ばす実験。かなりの
飛距離が出て、その
度に子どもは大喜び�

2　親子でホイッスルとブーメラン作り�

フィルムケースとストロー
を使ったホイッスルと、
紙製のブーメランを保
護者と共同で作成。
四苦八苦して完成した
ときは喜びもひとしお。
特にブーメランはみん
な夢中で飛ばしていた�

3　ビニール管で小爆発�

希望者（ほぼ全員の
子ども）で支えるビニー
ルホースの中に適量
の水素と酸素を入れ、
火をつける。すると一
瞬、雷のような火花
が大きな音と共にホー
スの中を走った�

用意するもの�

ロケット…ペットボトル、アルミ缶、紙コップ、アルコール、ライター�

ブーメラン…厚紙、はさみ、セロハンテープ�

ホイッスル…フィルムケース、ストロー�

ビニール管で小爆発…ビニール管、水素、酸素、ライター�

開催日時：2008年6月19日　13：50～14：35�

対象：3年生の児童と保護者�

茨城県古河市立名崎小学校�

◎１８７５（明治８）年創立の歴史ある学校。１９９９年より３
年間、茨城県の「新しい時代を拓く学校教育支援事業」
の研究校として研究を実施。地域や家庭との連携を重視
し、開かれた学校づくりを推進している。�

校長 皆川晴巳先生�
児童数 ５５０人�
学級数 ２１学級（うち特別支援学級３）�
所在地 〒３０６-０１０１　茨城県古河市尾崎４２００�
TEL ０２８０‐７６‐００９９　�
URL http://www.koganet.ne.jp/̃sanwa005/

茨城県古河市立名崎小学校�

今田昌秀�
Imada Masahide

３学年担任�
「理科おもしろ実験クラブ」顧問�

茨城県古河市立名崎小学校�

嶋山由美子�
Shimayama Yumiko

３学年主任�

保
護
者
の�

出
席
率
は
95
％�
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　「
授
業
参
観
と
は
違
う
雰
囲
気
の
中
で
、

子
ど
も
が
真
剣
に
取
り
組
む
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
」「
理
科
的
な
こ
と
に
子
ど
も

が
こ
れ
ほ
ど
強
い
関
心
を
示
し
た
こ
と
は
、

今
ま
で
に
な
か
っ
た
。
嬉
し
い
発
見
だ
っ

た
」「
家
で
は
子
ど
も
と
一
緒
に
工
作
を
し

た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
こ
う
い
う
機

会
を
持
て
て
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想

が
、
こ
の
日
参
加
し
た
保
護
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
。�

　
同
校
の
保
護
者
に
は
共
働
き
が
多
い
が
、

今
回
の
科
学
教
室
へ
の
保
護
者
の
出
席
率

は
９５
％
。
一
緒
に
苦
労
し
て
一
つ
の
も
の

を
作
り
、
完
成
を
一
緒
に
喜
ぶ
と
い
う
体

験
は
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

よ
い
機
会
に
な
る
と
、
保
護
者
に
も
認
知

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。�

　
ま
た
、
保
護
者
が
出
席
で
き
な
か
っ
た

子
ど
も
に
は
、
友
だ
ち
や
近
所
の
顔
見
知

り
の
保
護
者
が
支
援
す
る
。
近
年
は
、
東

京
へ
の
通
勤
圏
と
し
て
新
し
い
住
民
も
増

え
、
か
つ
て
の
よ
う
な
近
所
付
き
合
い
が

希
薄
に
な
り
が
ち
な
中
で
、
地
域
の
交
流

が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
て
い
る
。�

���

　
教
師
に
と
っ
て
は
、
授
業
の
進
め
方
の

ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
機
会
に
も
な
っ
て
い

る
。「
科
学
教
室
は
『
こ
ん
な
教
え
方
も
あ

る
の
か
』
と
気
づ
き
に
つ
な
が
る
部
分
も

大
き
い
」
と
、
嶋
山
先
生
は
話
す
。�

　
学
習
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ

う
。
嶋
山
先
生
は
、
子
ど
も
た
ち
の
間
に

学
習
意
欲
の
向
上
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
指

摘
す
る
。�

　「
授
業
中
は
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
よ
う
な

子
ど
も
も
、
真
剣
に
話
を
聞
い
て
い
る
な

ど
、
強
い
関
心
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
工

作
に
も
自
分
か
ら
進
ん
で
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
」（
嶋
山
先
生
）�

　
今
田
先
生
は
、「
親
子
科
学
教
室
」
の
教

科
学
習
に
お
け
る
位
置
付
け
を
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。�

　「
今
日
の
実
験
は
、
あ
く
ま
で
理
科
教
育

の
導
入
と
い
う
位
置
付
け
で
す
。
理
科
の

学
習
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
か
ら
、
今

の
段
階
で
は
原
理
ま
で
理
解
で
き
な
く
て

も
よ
い
と
捉
え
て
い
ま
す
。
５
年
生
、
６

年
生
に
な
っ
て
、
授
業
で
関
連
す
る
単
元

が
出
て
き
た
と
き
に
、『
科
学
教
室
で
の
実

験
は
こ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
』
と
つ

な
が
り
が
見
え
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま

す
」�

　
子
ど
も
は
驚
い
た
こ
と
や
楽
し
い
こ
と

は
よ
く
覚
え
て
い
る
も
の
だ
。
科
学
教
室

の
よ
う
な
体
験
が
あ
れ
ば
、
机
上
の
理
論

と
し
て
原
理
を
教
わ
る
だ
け
よ
り
も
理
解

「総和おもしろ科学の会」について�

主な活動�設立の経緯�

　１９９３年に旧・総和町の西牛谷小学校ＰＴＡの有志が、

父親の学校教育への参加促進を目的に結成した「おやじの

会」が母体。当時から、身近な材料を使った科学実験を子

ども向けに実施していた。９５年には地区住民や教師の参加

を得て、「科学クラブ」と名乗るようになった。�

�

�

　現在、会員は３０人以上。市内の小・中学校で年間３０

回を超える出前実験を行っている。実験のノウハウは、製造

業、元理科教師などの会員が提供。１０年に渡る活動の実

績から、実験のレパートリーは１００以上にも上る。古河市内

はもちろん、市外・県外へも活動範囲を広げている。出前

実験にかかる費用は交通費のみで、基本的にはボランティア。

　出前実験・公開実験は、地域住民同士の交流の場ともなっ

ている。古河市は東京から電車で約１時間、全就業者の約

１割が都内に通勤するというベッドタウン。新旧住民のつな

がりが希薄になりがちな状況にありながら、出前実験を通して

保護者の学校教育への参加が促され、住民同士や、住民

と学校のつながりが強まったという。�

　「今後は活動拠点として教育センターを利用するなどハード

面の整備もしていきたい」と、会長の峰さんは意欲的だ。�

総和おもしろ科学の会�

峰 政夫�
会長�

総和おもしろ科学の会�

山室秀行�
副会長�

●小・中学校・教育機関への出前科学実験教室の実施�

●青少年のための科学の祭典・古河大会の企画・運営�

●緑の中の科学教室の企画・運営�

●青少年のための科学の祭典・全国大会への参加�

●地域少年少女サークル活動の支援�

現在の活動�

理
科
教
育
の�

導
入
と
い
う
位
置
付
け�

�
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は
深
ま
る
だ
ろ
う
し
、
学
習
内
容
に
も
関

心
を
持
て
る
だ
ろ
う
。�

　
科
学
の
会
の
峰
さ
ん
は
、「
私
た
ち
は
教

育
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
理

論
は
説
明
し
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
、
授

業
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
、
楽
し
さ
を
重

視
し
た
応
用
実
験
を
行
う
こ
と
を
意
識
し

て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
に
『
科
学
っ
て
面
白
い
ん
だ
』
と

い
う
種
を
ま
け
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
。�

　
同
校
に
は
「
理
科
お
も
し
ろ
実
験
ク
ラ

ブ
」
と
い
う
ク
ラ
ブ
活
動
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
３
年
前
に
親
子
科
学
教
室
を
体
験
し

た
子
ど
も
た
ち
の
要
望
を
受
け
て
発
足
し

た
。
こ
の
ク
ラ
ブ
名
は
、「
総
和
お
も
し
ろ

科
学
の
会
」
を
意
識
し
た
も
の
だ
。�

　
峰
さ
ん
は
、「
さ
っ
き
廊
下
で
、
昨
年
の

科
学
教
室
に
参
加
し
た
４
年
生
と
す
れ
違

い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
こ
と
を
覚
え
て
い

た
ら
し
く
、『
今
日
も
実
験
や
る
の
？
』『
ま

た
見
た
い
な
』
な
ど
と
声
を
か
け
て
く
れ

た
ん
で
す
よ
」
と
目
を
細
め
る
。�

　
子
ど
も
た
ち
の
科
学
へ
の
興
味
・
関
心

を
育
て
る
た
め
の
同
会
の
活
動
は
、
名
崎

小
学
校
で
確
実
に
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。�

���
　
同
校
で
は
、
親
子
科
学
教
室
以
外
に
も

科
学
へ
の
関
心
を
高
め
る
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。�

　
そ
の
一
つ
が
、
毎
年
１１
月
に
開
催
さ
れ

る
「
名
崎
小
フ
ェ
ス
タ
」
だ
。
い
わ
ゆ
る

文
化
祭
で
、
学
年
ご
と
に
ゲ
ー
ム
や
発
表

な
ど
の
出
し
物
を
企
画
・
発
表
す
る
。
こ

こ
数
年
、
４
年
生
で
は
、
子
ど
も
が
講
師

役
と
な
り
、
他
学
年
の
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
、
ス
ラ
イ
ム
や
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
な
ど

の
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
る
理
科
実
験
を
行
う

の
が
恒
例
と
な
っ
て
い
る
。
毎
年
、
全
学

年
か
ら
の
人
気
を
集
め
、
大
勢
の
子
ど
も

が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
。�

　
ま
た
、
古
河
市
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
・
古

河
大
会
」（
市
内
の
小
中
高
校
が
会
場
に
ブ
ー

ス
を
設
け
、
各
校
自
慢
の
科
学
実
験
を
披

露
す
る
）
に
も
、
名
崎
小
学
校
の
代
表
と

し
て
、
４
年
生
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し

て
い
る
。
同
大
会
で
は
、
市
内
の
小
学
校

だ
け
で
は
な
く
、
中
学
校
や
高
校
と
も
交

流
で
き
る
た
め
、
実
験
に
関
す
る
新
た
な

知
識
や
ア
イ
デ
ア
を
得
て
、
次
の
活
動
へ

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
育
む
よ
い
機
会
に

な
っ
て
い
る
。�

　
名
崎
小
学
校
で
は
、「
親
子
科
学
教
室
」

を
き
っ
か
け
に
芽
生
え
た
科
学
へ
の
興
味
・

関
心
を
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
へ
と

展
開
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
定
着
・
発

展
を
図
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
青
少
年
の

た
め
の
科
学
の
祭
典
」
な
ど
、
校
外
の
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
は
、
子
ど
も
が
地
域
に

出
て
い
く
き
っ
か
け
と
な
り
、
地
域
と
保

護
者
と
学
校
、
そ
し
て
地
域
住
民
同
士
の

交
流
も
促
進
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
相
互
に

信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
は
、
学
校
の
支
援

者
を
増
や
し
、
ひ
い
て
は
、
子
ど
も
の
安

全
確
保
や
住
み
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現

に
も
よ
い
影
響
が
期
待
で
き
る
の
だ
。�

　
名
崎
小
学
校
を
は
じ
め
、
地
域
と
学
校

が
支
え
合
っ
て
理
科
教
育
を
推
進
す
る
古

河
市
の
積
極
的
な
取
り
組
み
は
、
昨
今
危

惧
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
の
理
科
離
れ
対
策

の
好
例
だ
ろ
う
。�

保護者向け冊子�
「家庭で楽しく！�
子どもの学ぶ力を�
ぐんと育む本」�

�

詳しくは、�
『VIEW21』�

表紙裏面の案内を�
ご覧ください。�

ベ
ネ
ッ
セ
は
、『
学
校
＆
家
庭
　

学
び
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』を
実
施
し
て
い
ま
す
。
�

ベ
ネ
ッ
セ
は
２
０
０
７
年
度
か
ら
「
家
庭
学
習
に
関
す
る
冊
子
」
や
「
教
育
に
関
す
る
情
報
冊
子
」
な
ど
を
先
生
方
や
ご
家
庭
に
無
料
で

提
供
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、(

学
校
＆
家
庭 

学
び
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。�

２
０
０
８
年
９
月
は
、
保
護
者
向
け
冊
子
「
家
庭
で
楽
し
く
！
子
ど
も
の
学
ぶ
力
を
ぐ
ん
と
育
む
本
」
、
な
ら
び
に
、
学
校
と
家
庭
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
活
用
い
た
だ
け
る
、
新
１
年
生
用
「
は
じ
め
て
の
れ
ん
ら
く
ち
ょ
う
」
の
お
申
込
み
の
受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
御
校

の
教
育
活
動
に
ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。�

学校＆家庭　学び応援プロジェクト�
ホームページ�
http://www.benesse.co.jp/
manabiouen/

科
学
へ
の
関
心
を
更
に
育
む�

「
名
崎
小
フ
ェ
ス
タ
」
や
地
域
行
事�
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デ
ジ
タ
ル
機
器
の
よ
さ
は
、
日
常
で
は

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
を
い
つ
で
も

見
せ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
国
内
外
の
各
地

の
様
子
、
目
で
見
え
な
い
植
物
や
天
体
の

現
象
な
ど
、
初
め
て
目
に
す
る
映
像
は
、

子
ど
も
の
興
味
を
引
き
出
す
で
し
ょ
う
。�

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

な
ど
の
機
器
を
使
え
ば
、
教
科
書
の
画
面

を
そ
の
ま
ま
拡
大
提
示
し
、
一
部
の
文
字

を
消
し
た
り
、
す
ぐ
に
別
の
画
面
に
切
り

替
え
た
り
す
る
こ
と
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
れ
ば
、
履
歴
が
残

る
た
め
、
学
級
や
個
人
の
学
習
が
ど
の
程

度
進
ん
だ
か
を
把
握
し
や
す
い
と
い
う
特

長
も
あ
り
ま
す
。�

　
従
来
型
の
授
業
に
、
こ
れ
ら
デ
ジ
タ
ル

機
器
の
メ
リ
ッ
ト
を
取
り
入
れ
た
授
業
の

組
み
合
わ
せ
を
ま
と
め
ま
し
た
（
下
表
）。�

①
同
時
型
…
黒
板
な
ど
と
デ
ジ
タ
ル
機
器

を
同
時
に
使
い
、
関
心
を
引
き
出
す�

②
時
差
型
…
ノ
ー
ト
や
模
造
紙
な
ど
に
書

い
た
あ
と
、
内
容
を
デ
ジ
タ
ル
機
器
で
共
有�

③
連
携
型
…
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
手
作
業
を

加
え
、
知
識
の
定
着
を
図
る�

　
指
導
事
例
を
参
考
に
、
デ
ジ
タ
ル
機
器

の
よ
さ
を
、
是
非
少
し
ず
つ
で
も
取
り
入

れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。�

デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の�

組
み
合
わ
せ
は
3
パ
タ
ー
ン�

・校区内の何か所かで撮影した写真をプロジェ
クターでスクリーンに投影。地図（模造紙
などに書いたもの）を掲示して撮影ポイント
を示しながら、交通量を確認する（社会）�

�
・板書と掛け図（日本地図）を使って台風の
経路を説明。列島の南北で、あるいは海
沿いか山沿いかで台風の状況がどう違うかを、
プロジェクターなどの映像で確認（理科）�

黒板や地図などのアナ

ログの教具と、プロジェ

クターや電子黒板など

のデジタル機器を同時

に使い、関心を引き出

したり理解を深めたりす

る。�

・各自、ノートで計算式を解く。その後、解

答例として何人かの子どものノートをプロジェ

クターなどで拡大提示する（算数）�

�

・色の塗り方や道具の使い方などの手本をプ

ロジェクターなどで拡大提示し、それを参考

にして、各自で作業を進める（図工）�

ノートや模造紙などを用

いてアナログの作業を

したあとで、デジタル機

器を用いて知識や体験

を共有する。�

・冬の気候の地域差について理解するため、
２つの地域の冬景色をデジタルカメラで撮
影した画像をプリントアウト（印刷）し、そ
れぞれのノートに貼り付ける（社会）�

�
・手書きが可能なスクリーンやホワイトボードな
どに、体積測定器具の目盛りをプロジェクター

で投影。どの目盛りが何�（�）かを書き込
ませる（理科）�

デジタル機器を元にし

て作成した資料や教材

に、手作業を加え、知

識の定着に役立てる。�

デジタルとアナログの組み合わせ方�

同
時
型�

時
差
型�

連
携
型�

内容� 例�

ポ
イ
ン
ト
部
分
に�

デ
ジ
タ
ル
機
器
を�

取
り
入
れ
よ
う�

黒
板
や
模
造
紙
な
ど
の
従
来
の
手
法（
ア
ナ
ロ
グ
）に�

デ
ジ
タ
ル
機
器
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
更
に
効
果
的
な
指
導
が
可
能
と
な
り
ま
す
。�

デ
ジ
タ
ル
の
利
点
を
最
大
限
に
生
か
す�

組
み
合
わ
せ
の
ヒ
ン
ト
を
、事
例
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。�

講師�

独立行政法人メディア教育開発センター教授。数多くの小・中学校で
指導・助言を行っている。�

ひと� し�

中川一史先生�

明日から使える�

　　　　  講座�

第3回　デジタルとアナログの組み合わせ�
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�

お絵描きソフトを使って、地図に大山古墳の大きさを
書き込んでおいた画像と切り替えてもよいでしょう�

更に簡単に�
するには�

お絵描きソフトを使って、校舎の写真に古墳を描いて
おいた画像と切り替えてもよいでしょう�

更に簡単に�
するには�

デジタル ＋ アナログの指導例�

子どもに準備を手伝ってもらいませんか？�

　授業のたびに機器の配線を確かめて準備をするとなると、先
生には大きな負担となります。そこで、是非、子どもの力を借り
る仕組みをつくりましょう。今はコンピュータや機械が得意な子ど
もも多いでしょうし、初めは手伝わせていても、いつの間にか進
んでしてくれるようになることもあります。また、係や委員会をつく

り、担当を決めるのもお勧めです。子どもの責任感を育んだり、
学習意欲を高めたりといった2次的効果も期待できます。�
　また、黒板に貼るタイプのスクリーンなどは、貼りっぱなしにし
て随時活用するというのも1つの方法です。「すぐに使える状態
にある」ということが活用度を上げる最大のポイントなのです。�

東京都杉並区立桃井第二小学校　中島武史先生�

■ねらい�

■授業の流れ�

■デジタル機器を組み合わせた効果�
・プロジェクターとスクリーンを用いることで、複数の子どもが予想を書き込め、クラスで共有できる。�

・学校周辺の地図の上に画像を重ね合わせられることで、古墳の大きさを実感でき、定着しやすい。�

・デジタルデータになっているため、古墳の向きを自在に変えることもでき、子どもの関心を引き付けることができる。�

・インターネット上の素材を活用できるため、別の地域などへの応用も簡単にできる。�

大山古墳や森将軍塚古墳の大きさや出土品、造られた様子などを調べ、どんな人物がどんな目的で造らせたのかを考える。�

黒板に貼った手書きが可能なスクリーンにイ

ンターネットから取り込んだ学校周辺の地図

を映す。数人の子どもに大山古墳の大きさ

を予想させ、その大きさをスクリーン上の地

図に書き込ませる�

子どもが予想した書き込みの上に、写真加工ソフトで作成した大山古

墳の画像を重ね合わせて、古墳の大きさを実感させる�

校舎の写真と同比率の古墳の写真を合成したものを映し、古墳の高

さを実感させる�

古墳の画像はスクリーンに映したまま、古墳について説明したり、調

べてわかったことを発表したりするなど、通常の授業を進める�

連携型�
として�

デジタル機器を�
活用！�

単元　6年生 社会�

「古墳ってなんだろう」�

校舎と古墳（校舎の後ろ）を合成した画像�

25 ［小学版］ 2008 Autumn



　
秋
は
、
多
く
の
学
校
で
最
も
た
く
さ
ん

の
学
校
行
事
が
行
わ
れ
る
時
期
だ
。
東
京

大
大
学
院
の
秋
田
喜
代
美
教
授
は
、「
秋
に

行
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
行
事
は
、
子

ど
も
自
身
が
感
じ
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と

を
、『
書
く
こ
と
』
を
通
じ
て
表
現
で
き
る

よ
い
機
会
」
と
指
摘
す
る
。�

　
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
全
教
科
・
領

域
に
お
い
て
「
こ
と
ば
」
と
「
体
験
」
が

重
視
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
言
語
能
力

を
育
む
た
め
に
、
体
験
を
基
に
文
章
を
書

く
こ
と
や
読
書
活
動
を
充
実
さ
せ
る
重
要

性
が
示
さ
れ
て
い
る
。�

　
指
導
の
現
状
を
見
る
と
、
朝
の
読
書
に

つ
い
て
は
、　
①
の
通
り
多
く
の
学
校
が
指

導
し
て
い
る
が
、
体
験
活
動
や
表
現
活
動

は
、
以
前
と
比
べ
て
授
業
で
取
り
入
れ
る

割
合
が
減
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る

（
　
）。
だ
か
ら
こ
そ
、
学
校
行
事
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
の
機
会
が
多
い
秋
は
、
普

段
の
授
業
や
活
動
で
の
表
現
活
動
と
併
せ

0 20 40 60 80 100
（％）�

■ 実施している　■ 実施していない　■ 無答不明�

94.3

13.9 33.18.4 14.5 27.9

5.3

0.4

2.2■■■■■■■■■■■■■■■ 週５回 ■■■■■ 週４回 ■■■■■ 週３回�
■■■ 週２回 ■■■ 週１回 ■ 無答不明�

）�

1
①平日の朝読書を実施している割合と頻度（小学校教師調査）�

②1か月に読んだ本の数と学校の図書館に行った回数�

）�

�

約8割の子どもが�
毎月4冊以上の本を読む　�

■ 
■

■ 
■
■

（％）�

（％）�

■
■

0 20 40 60 80 100

5年生�

2年生�

0 20 40 60 80 100

5年生�

2年生�

■■■ ０冊 ■ １冊 ■■■■■■■■■■■■■ ２冊 ■■■■ ３冊�
■■■■■ ４～６冊 ■■■■■ ７～９冊 ■ １０～２０冊�
■■■ ２１冊以上 ■ 無回答�

■■■■■ ０回 ■ １回～２回 ■■■■■■■■■■■■■■■■■ ３回～４回�
■■■ ５回～６回 ■■■ ７回～１０回 ■■■ １１回以上�
■ 無回答�

1か月に読んだ本の数�

1か月の間に学校の図書館に行った回数�

4.6
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0.6
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2.0
4.4
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0.6

10.86.9 12.9 13.4 22.9 13.4 11.9 7.5

0.3

0.9

1

2

データで見る� 低 �
学 �
年 �
か �
ら �
の �
学 �
び �
と �
指 �
導 �

日
々
の
指
導
で
育
む
「
書
く
力
」�

秋
に
は
学
校
行
事
が
目
白
押
し
だ
が
、
こ
れ
ら
を
「
表
現

活
動
」
と
連
動
さ
せ
、
子
ど
も
の
表
現
力
を
育
む
よ
い
機

会
と
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
教
科
学
習
と
異
な
り
、

「
体
験
」
し
た
こ
と
を
「
書
く
」
活
動
は
、
子
ど
も
た
ち

に
さ
ま
ざ
ま
な
気
づ
き
を
与
え
る
は
ず
だ
。�

　
の
学
校
行
事
を
機
に�

書
く
こ
と
が
好
き
に
な
る
指
導
を�
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た
学
習
に
適
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。�

　
２
０
０
７
年
に
行
わ
れ
た
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
に
よ
る
と
、
国
語
の
授
業

で
自
分
の
思
い
や
考
え
を
書
く
こ
と
が
多

い
児
童
の
方
が
、
国
語
の
正
答
率
が
高
い

傾
向
が
見
ら
れ
た
。
一
方
、
０５
年
の
国
立

教
育
政
策
研
究
所
の
調
査
に
よ
る
と
、
小

４
生
で
文
章
を
書
く
学
習
が
好
き
な
子
ど

も
は
４７
・
3
％
い
る
が
、
そ
う
で
な
い
子

ど
も
の
割
合
も
４７
・
9
％
に
上
る
な
ど
、

書
く
意
欲
に
対
す
る
課
題
も
見
ら
れ
る
（
　
）。

　
低
学
年
で
の
書
く
力
は
、
中
学
年
以
降

の
学
習
の
土
台
と
な
る
。
高
学
年
で
書
く

こ
と
に
苦
手
意
識
を
抱
か
せ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
も
、
低
学
年
の
う
ち
か
ら
、

国
語
の
授
業
だ
け
で
な
く
、
他
教
科
を
含

む
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
活
動
の
場
面
で
、
書

く
力
を
意
識
し
た
指
導
を
行
う
こ
と
が
重

要
だ
と
言
え
る
。
ま
た
、「『
書
く
こ
と
』

の
指
導
は
、『
読
む
こ
と
』
や
『
聞
く
こ
と
』

と
同
様
に
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
教
師
が

多
い
」（
秋
田
教
授
）
と
の
指
摘
も
あ
る
。

「
書
く
」
活
動
と
、「
読
む
」「
聞
く
」
活
動

を
組
み
合
わ
せ
た
指
導
を
考
え
る
必
要
も

あ
る
だ
ろ
う
。�

　
そ
こ
で
、
次
ペ
ー
ジ
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
学
習
場
面
で
書
く
指
導
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
る
、
福
島
県
郡
山
市
立
芳
山

小
学
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。�

ほ
う
ざ
ん�

■ ■ ■

■ ■ ■
■ ■ ■ 

（％）�

3

（％）�

以下のことについて、そう思うか（小学4年生）�

0 20 40 60 80 100

文章を書く学習が「好き」と�
「嫌い」の割合はほぼ同じ�

■ そう思う�
■ どちらかといえばそう思う�
 どちらかといえばそう思わない�

■■■ そう思わない�
■■■■■ わからない�
■ その他・無回答�

4 新学習指導要領　�
「書く力」に関連する表記�

●総則　指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項（編集部が抜粋）�

各教科等の指導に当たっては、児童の思考力、判断力、表現力等をはぐくむ
観点から、基礎的・基本的な知識及び技能の活用を図る学習活動を重視する
とともに、言語に対する関心や理解を深め、言語に関する能力の育成を図る上
で必要な言語環境を整え、児童の言語活動を充実すること。�

�
●1、2年生国語における「書くこと」についての指導事項�
（各学年の目標及び内容［第１学年及び第２学年］の「２内容」）�

（１）書くことの能力を育てるため、次の事項について指導する。�
ア 経験したことや想像したことなどから書くことを決め、書こうとする題材に必要

な事柄を集めること。�
イ 自分の考えが明確になるように、事柄の順序に沿って簡単な構成を考えるこ

と。�
ウ 語と語や文と文との続き方に注意しながら、つながりのある文や文章を書くこ

と。�
エ 文章を読み返す習慣を付けるとともに、間違いなどに気付き、正すこと。�
オ 書いたものを読み合い、よいところを見付けて感想を伝え合うこと。�

（２）（１）に示す事項については、例えば、次のような言語活動を通して指導する
ものとする。�

ア 想像したことなどを文章に書くこと。�
イ 経験したことを報告する文章や観察したことを記録する文章などを書くこと。�
ウ 身近な事物を簡単に説明する文章などを書くこと。�
エ 紹介したいことをメモにまとめたり、文章に書いたりすること。�
オ 伝えたいことを簡単な手紙に書くこと。�

文章を書く�
学習が好きだ�

文章を書くとき、�
書こうとする�

内容はすぐ決まる�

ふだんの生活の中で、�
手紙や日記などを�
書くようにしている�

26.6

24.3

21.021.027.6 25.8

31.623.7 13.3

27.220.1 21.3

4.4 0.3

5.9
1.2

3.6
1.0

体験することを�
取り入れた授業�

計算や漢字などの�
反復的な練習�

表現活動を�
取り入れた授業�

自分で調べることを�
取り入れた授業�

教科書に�
そった授業�

0 20 40 60 80 100

2
心がけている授業方法の変化（小学校教師調査）�
＊９８年調査には同様の項目はない�

体験活動や表現活動を�
取り入れる割合が減少�

■ ９８年調査�
■■■■■■■■■■■■■■■■■ ０７年調査�

63.1

51.9

51.7

56.1

41.9

44.8

34.7

14.8

29.6

※ 数値は「多くするように特に心がけている」と回答した割合�

＊�

■ ■ ■ ■ 
■ ■ ■ 
■ ■ 

■ ■ ■ 
■ ■ ■
■

1 1

3

2

3

47.3 47.9

　 …①、　 出典�
Benesse教育研究開発センター「第４回学
習指導基本調査」�
http://www.benesse.jp/berd/center/ope
n/report/shidou_kihon/hon/index.html�　�
◎調査時期�
２００７年８～９月�　�
◎調査対象�
・教員調査：全国の公立小学校の教員（学
級担任のみ）１,８７２人、全国の公立中学
校の教員（国語・社会・数学・理科・外国
語のいずれかの担当のみ）２,１０９人�

・学校調査：全国の公立小学校の校長５２８
人、全国の公立中学校の校長５５９人�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　 …② 出典�
文部科学省「親と子の読書活動等に関す
る調査」�
http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai
/tosho/houkoku/05111601.htm�　�
◎調査時期�
２００５年３月�　�
◎調査対象�
全国の公立の小学校２年生および５年生、
中学校２年生及び高等学校（全日制普通科）
２年生の児童・生徒５,８８２人、およびその保
護者５,８８２人�
�
　 出典�
国立教育政策研究所「特定の課題に関す
る調査（国語、算数・数学）」�
http://www.nier.go.jp/kaihatsu/tokutei/i
ndex.htm�　�
◎調査時期�
２００５年１～２月�　�
◎調査対象�
全国の小学校４～６年生、中学校１～３年生、
計約３７,０００人　�
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���

　
芳
山
小
学
校
の
教
室
の
廊
下
に
面
し
た

掲
示
板
に
は
、
子
ど
も
の
書
い
た
観
察
日

記
や
体
験
の
日
記
、
作
文
、
絵
が
所
狭
し

と
貼
っ
て
あ
る
。�

　「
個
が
育
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は

ぐ
く
む
」
を
テ
ー
マ
に
教
育
活
動
に
取
り

組
む
同
校
で
は
、「
書
い
た
も
の
」
を
子
ど

も
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ

か
け
と
し
て
意
図
的
に
活
用
し
て
い
る
。

廊
下
の
掲
示
板
も
、
子
ど
も
同
士
の
か
か

わ
り
合
い
の
場
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
の
だ
。�

　「
書
く
こ
と
で
、
子
ど
も
の
授
業
へ
の
取

り
組
み
方
も
変
わ
る
」
と
考
え
、
ど
の
教

科
の
授
業
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
書

く
作
業
を
組
み
込
ん
で
い
る
。
２
学
年
担

任
の
菅
野
信
広
先
生
は
、「
書
く
こ
と
」
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
か
ら
の
子
ど
も
た

ち
の
様
子
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
話
す
。�

　「
低
学
年
で
は
、
聞
い
た
り
話
し
た
り
し

て
授
業
に
参
加
す
る
だ
け
で
は
、『
な
ん
と

な
く
わ
か
っ
た
』
と
い
う
程
度
の
理
解
に

と
ど
ま
る
子
ど
も
が
多
く
い
ま
す
。
授
業

に
書
く
作
業
を
取
り
入
れ
、
自
分
で
考
え

る
時
間
を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど

の
子
ど
も
も
授
業
に
し
っ
か
り
向
き
合
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
書
く
作
業
を
取
り

入
れ
て
か
ら
は
、
授
業
へ
の
関
心
が
高
ま

り
、
子
ど
も
は
以
前
に
も
増
し
て
、
友
だ

ち
の
発
表
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」�

����

　
低
学
年
で
は
、「
か
く
こ
と
」
の
中
に
絵

で
の
表
現
も
含
ま
れ
て
い
る
。
１
学
年
担

任
の
渡
辺
洋
之
先
生
は
、
算
数
の
授
業
で

子
ど
も
に
絵
を
描
か
せ
る
（
P.�
29
参
照
）。�

　「
な
ぎ
さ
ん
は
、
お
は
な
を
７
ほ
ん
も
っ

て
い
ま
す
。
い
く
こ
さ
ん
に
４
ほ
ん
あ
げ

ま
し
た
。
の
こ
り
は
な
ん
ぼ
ん
で
す
か
」�

　
こ
の
よ
う
な
文
章
題
の
具
体
的
な
場
面

を
絵
に
描
か
せ
る
の
だ
。
花
を
７
本
丁
寧

に
描
く
子
も
い
れ
ば
、
人
物
は
描
く
が
花

を
描
か
ず
に
数
字
で
簡
略
化
し
て
い
る
子

も
い
る
。�

　
渡
辺
先
生
は
、「
聞
か
れ
て
い
る
の
は
、

福島県郡山市立芳山小学校�

郡山市立芳山小学校�

Watanabe Hiroyuki
研究主任。１学年担任�

渡辺洋之�

郡山市立芳山小学校�

Kanno Nobuhiro
２学年担任�

菅野信広�

１９００年（明治３３年）設立の伝統校。「個が
育つコミュニケーションをはぐくむ」を研究課
題とし、子ども同士のコミュニケーションによる
学びの育成に力を注いでいる。�
�
校　長：佐藤光男先生�
児童数：３５７人�
学級数：１７学級（うち特別支援学級２学級）�
所在地：〒９６３-８０１７�

福島県郡山市長者２-８-２４�
T E L：０２４-９３２-５２９３�
U R L：http://www.edu.city.koriyama.�

fukushima.jp/hozan-e/index.html

低 �
学 �
年 �
か �
ら �
の �
学 �
び �
と �
指 �
導 �

福
島
県
郡
山
市
立
芳
山
小
学
校�

「
書
く
・
描
く
」
活
動
を
通
じ
て
、�

理
解
や
交
流
を
深
め
る�

日
々
の
指
導
で
育
む
「
書
く
力
」�

実践事例�

文
や
絵
を
か
く
こ
と
で
、�

学
び
や
友
だ
ち
へ
の
理
解
を
深
め
る�

〈
実
践
に
見
ら
れ
る
工
夫
①
〉�

算
数
で
も
絵
を
描
き�

ほ
か
の
子
の
良
い
点
を
学
ぶ�

ほ
う
ざ
ん�
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残
り
は
何
本
か
で
す
か
？
で
す
よ
」
と
声

を
か
け
な
が
ら
子
ど
も
の
間
を
回
る
。
そ

し
て
、
花
の
数
が
移
動
し
て
い
る
様
子
な

ど
、
引
き
算
の
概
念
を
絵
で
う
ま
く
表
現

で
き
て
い
る
子
ど
も
に
黒
板
に
描
か
せ
る
。�

　「
子
ど
も
た
ち
は
、
友
だ
ち
が
黒
板
で
発

表
し
た
も
の
を
見
て
、『
こ
う
し
た
方
が
わ

か
り
や
す
い
』『
早
く
描
け
る
』
と
思
え
ば
、

ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

最
初
に
描
い
た
絵
に
比
べ
る
と
、
簡
略
化

し
て
い
き
ま
す
。
絵
や
図
は
目
で
見
て
わ

か
り
や
す
く
、
友
だ
ち
の
発
表
の
よ
い
点

を
真
似
し
や
す
い
の
で
す
」
と
渡
辺
先
生

は
説
明
す
る
。�

　
目
で
見
て
学
ぶ
効
果
は
、
生
活
科
で
も

顕
著
に
表
れ
る
（
P.�
30
参
照
）。�

　「
植
物
の
観
察
日
記
で
『
葉
の
裏
側
が
ざ

ら
ざ
ら
し
て
い
た
』
と
書
い
た
子
ど
も
の

絵
と
文
を
紹
介
す
る
と
、『
本
当
だ
、
ざ
ら

ざ
ら
し
て
い
る
』
と
、
そ
の
着
眼
点
を
ほ

か
の
子
も
す
ぐ
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。『
色

に
注
目
し
て
み
た
ん
だ
ね
』『
触
っ
て
み
た

ん
だ
ね
』
と
、
そ
の
着
眼
点
が
わ
か
る
よ

う
に
紹
介
す
る
と
、
観
察
の
仕
方
や
調
べ

方
が
ほ
か
の
子
に
も
広
が
り
や
す
く
な
り

ま
す
」（
菅
野
先
生
）�

　
絵
や
図
も
書
く
力
を
育
て
る
手
段
と
し

て
位
置
付
け
、
低
学
年
か
ら
書
く
こ
と
を

習
慣
付
け
、
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
持

て
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。�

����

　
同
校
で
は
、
国
語
科
と
連
動
し
て
、
子

ど
も
に
週
末
日
記
を
書
か
せ
る
こ
と
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
（
P.�
30
参
照
）。
日
記
の

内
容
は
「
週
末
に
自
分
が
し
た
こ
と
を
題

材
に
、
感
じ
た
こ
と
や
思
っ
た
こ
と
を
書

き
ま
し
ょ
う
」
と
、
体
験
を
重
視
。
更
に
、

書
く
と
き
に
は
、
国
語
の
授
業
で
学
ん
だ

表
現
を
積
極
的
に
使
わ
せ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。�

　「
今
週
は
、
教
科
書
に
出
て
き
た
『
ス
イ

ミ
ー
』
で
言
葉
の
順
序
を
逆
に
す
る
こ
と

（
注
）
を
覚
え
た
ね
な
ど
、
国
語
で
学
ん
だ

こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る
声
か
け
を
金
曜
日

に
し
ま
す
。
す
る
と
、『
日
曜
日
に
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
ち
で
入
っ
た
。
冷
た
い
プ
ー
ル
に
』

な
ど
、
日
記
に
そ
う
し
た
表
現
法
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
学
ん
だ
表
現
を

使
っ
た
日
記
を
子
ど
も
に
紹
介
す
る
と
、

そ
の
表
現
を
使
う
子
ど
も
が
よ
り
増
え
ま

す
」（
菅
野
先
生
）�

　
文
章
を
書
け
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
表

現
の
型
の
習
得
が
必
要
だ
。
国
語
で
表
現

を
学
ば
せ
、
週
末
日
記
で
使
わ
せ
る
う
ち

に
、
子
ど
も
は
自
然
に
型
を
習
得
し
、
書

絵を描いて、考えを明確にする�

単元を貫く柱となる学習の場面で取り入れている指導法。ほかの子のアイ
デアを取り入れ、回を追うごとに絵が進化する。記号的な表現も、絵の中で
随所に見られるようになる�

ねらい�

・足し算、引き算の文章題を具体的な場面としてイメージさせ、足し算、
引き算の意味を明確にする�

・頭の中で考えたことを、筋道を立てて簡潔かつ明瞭に伝えるため
に絵や図で表現させる�

思い浮かべた場面を、各自、絵や図に描かせる（１０分）　（写真2）�
　・足し算、引き算で数が移動している部分を○で囲ませる�
　・できるだけ簡潔に表すように声をかける�

足し算、引き算の概念がはっきり描かれている子どもの絵を、黒板に書
いて発表してもらう（１５分）　（写真3）�
　・複数の子どもに黒板に絵を描かせて、絵の意味を発表させる�
　・どの部分がよいか（わかりやすいか）をみんなに考えさせる�

算数の文章題を全員で一度読んだあと、「目を閉じて、様子を思い浮
かべてみよう」と声をかけ、担任が問題を読む　（写真1）�

＜指導法とヒント＞�

算数科� 写真1

写真2

写真3

注　倒置法のこと�

〈
実
践
に
見
ら
れ
る
工
夫
②
〉�

国
語
で
学
ん
だ
表
現
の
型
を�

週
末
日
記
で
使
っ
て
み
る�
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く
力
の
基
礎
を
身
に
付
け
ら
れ
る
。
書
く

力
が
付
い
て
く
る
と
、
話
す
力
も
高
ま
っ

て
く
る
。
文
章
を
書
き
続
け
る
こ
と
で
、

話
す
の
が
苦
手
な
子
ど
も
で
も
、
自
分
な

り
の
言
葉
で
考
え
を
言
え
る
よ
う
に
な
る
。�

　
教
科
学
習
と
日
記
を
連
動
さ
せ
て
い
る

の
に
は
、「
授
業
で
習
っ
た
こ
と
が
役
に
立
っ

て
い
る
」
と
い
う
実
感
を
子
ど
も
に
持
た

せ
る
ね
ら
い
も
あ
る
。�

����

　
書
い
た
も
の
を
通
じ
て
、
子
ど
も
同
士

の
交
流
を
深
め
る
試
み
も
取
り
入
れ
た
。�

　
２
年
生
の
菅
野
先
生
の
ク
ラ
ス
で
は
、

国
語
科
で
学
ん
だ
「
今
週
の
ニ
ュ
ー
ス
」

を
こ
の
４
月
か
ら
続
け
て
い
る
。
月
２
回
、

朝
の
１５
分
を
使
っ
て
、「
み
ん
な
に
知
ら
せ

た
い
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
一
人
１
０
０
字

前
後
の
ニ
ュ
ー
ス
を
書
く
。
ニ
ュ
ー
ス
の

内
容
は
、
家
族
と
の
外
出
や
ペ
ッ
ト
の
こ

と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。�

　「
ニ
ュ
ー
ス
に
は
、
普
段
見
せ
な
い
子
ど

も
の
一
面
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
。
毎
回
、『
こ
の
子
は
こ
ん
な

こ
と
を
考
え
て
い
た
の
か
』
と
い
う
新
た

な
発
見
が
あ
り
ま
す
」（
菅
野
先
生
）�

　
そ
し
て
、
時
間
内
に
友
だ
ち
の
書
い
た

ニ
ュ
ー
ス
と
交
換
し
て
読
み
合
う
。
そ
の

後
、
廊
下
に
面
し
た
ド
ア
に
設
け
ら
れ
た

「
今
週
の
ニ
ュ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
」
に
貼
っ
て

「
休
み
時
間
に
友
だ
ち
の
ニ
ュ
ー
ス
を
読
も

う
」
と
声
を
か
け
る
。
ニ
ュ
ー
ス
を
読
ん

だ
子
ど
も
は
、「
お
返
事
メ
モ
」
に
感
想
を

書
き
、
友
だ
ち
の
ニ
ュ
ー
ス
の
下
に
貼
っ

て
い
く
（
P.��
31
参
照
）。�

　「『
今
週
の
ニ
ュ
ー
ス
』
を
、
子
ど
も
は

休
み
時
間
に
真
剣
に
読
ん
で
い
ま
す
。
返

事
の
や
り
と
り
は
、
普
段
か
ら
付
き
合
い

の
あ
る
子
ど
も
同
士
で
行
う
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
が
、『
返
事
が
少
な
い
子
に
書
い

て
あ
げ
よ
う
』
と
声
を
か
け
る
と
、
親
し

く
な
い
相
手
に
も
み
ん
な
返
事
を
書
き
ま

す
。
お
返
事
メ
モ
は
、
子
ど
も
同
士
の
新

し
い
か
か
わ
り
が
生
ま
れ
る
機
会
に
も
な
っ

て
い
る
の
で
す
」（
菅
野
先
生
）�

　
お
返
事
メ
モ
の
内
容
に
つ
い
て
、「
こ
の

子
の
よ
い
と
こ
ろ
を
よ
く
見
て
い
る
ね
」

と
返
事
を
書
い
た
子
に
声
か
け
を
す
れ
ば
、

国語科� 生活科�

週末にあった出来事を�
日記に書く�

観察・体験の結果を絵や文で�
表し、見せ合い、発表する�

ねらい�

・週末日記を通じて、生活や体験と学習を関連付ける�
・国語科の授業で習ったことを日常化させる�

日記の内容は体験を重視。文章が書けるようになるには
定型表現を覚えていくことが欠かせないため、国語科で
は教科書に出てくる定型表現の学習をしっかり行う。�

＜指導法とヒント＞�

ねらい�

・感じたことを紙の上に表現させることで、発表が苦
手な子どもも発表しやすくする�

・絵や文を見ることを通じて、子ども同士の学び合い
を深める�

「色に注目してみたんだね」「触ってみたんだね」など、
その子の観察の着眼点に対して声かけをしながら発表さ
せる。絵がついていることで、「実がビー玉くらい」など、
ある子どもの観察の着眼点や表現をほかの子も取り入れ
やすい。「ミニトマトの観察」など1つの題材を定期的に
書かせることで、子ども自身も自分の絵や文がよくなって
いることを実感しやすくなる。�

＜指導法とヒント＞�

低 �
学 �
年 �
か �
ら �
の �
学 �
び �
と �
指 �
導 �

日
々
の
指
導
で
育
む
「
書
く
力
」�

〈
実
践
に
見
ら
れ
る
工
夫
③
〉�

「
書
い
た
も
の
」
を
通
し
て�

子
ど
も
同
士
の
交
流
を
深
め
る�
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「
も
っ
と
友
だ
ち
の
よ
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け

よ
う
」
と
、
友
だ
ち
か
ら
の
学
び
の
視
野

を
広
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。�

　
こ
の
よ
う
に
、
読
み
手
が
い
る
場
を
う

ま
く
つ
く
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
書
く
喜

び
を
刺
激
し
な
が
ら
、
書
く
力
を
養
う
こ

と
に
も
な
る
。�

　「
書
く
こ
と
は
、
自
分
の
考
え
を
表
現
す

る
こ
と
で
す
。
先
生
だ
け
で
な
く
友
だ
ち

か
ら
も
感
想
を
も
ら
え
る
と
、『
自
分
の
気

持
ち
が
認
め
ら
れ
て
嬉
し
い
』
と
子
ど
も

は
思
い
、
次
も
ま
た
書
き
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
る
の
で
す
」（
菅
野
先
生
）�

　
書
く
こ
と
を
通
じ
て
、
自
分
の
考
え
を

ま
と
め
た
り
深
め
た
り
、
人
に
伝
え
た
り

す
る
と
同
時
に
、
書
か
れ
た
こ
と
を
通
じ

て
友
だ
ち
へ
の
関
心
を
広
げ
て
い
く
。
学

級
内
で
「
友
だ
ち
と
か
か
わ
る
こ
と
は
面

白
い
」「
友
だ
ち
の
意
見
を
も
っ
と
聞
き
た

い
」
と
い
う
雰
囲
気
が
出
て
く
る
と
、
ど

の
子
ど
も
も
授
業
に
積
極
的
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
る
。�

　
秋
に
は
、
運
動
会
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
が
あ
る
。
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
た

く
さ
ん
の
体
験
を
通
し
て
書
き
た
い
こ
と

が
自
然
と
出
て
き
や
す
い
時
期
だ
。
絵
と

文
を
用
い
て
、「
書
く
面
白
さ
」
を
味
わ
わ

せ
な
が
ら
、
書
く
習
慣
づ
く
り
を
し
て
い

く
、
よ
い
機
会
と
な
る
だ
ろ
う
。�

ねらい�

・文章を通じて、友だちの考えを知り、交流を深める�
・普段は交流がない友だちのことも知る機会をつくる�

ねらい�

・学級の友だちのことを知り、新たな交流が生まれる�
　きっかけをつくる�

隣の席の子と交換して読ませ、感想を「お返事メモ」に書かせる（5分）�
・どの子にも必ず1つのコメントがつく�
・仲良し同士の交流にはならない　�

「お返事メモ」を用意し、読んだ感想を一言書かせ、交流を促す　（写真2）�
・学級外の子どもも「お返事メモ」を書けるようにすると、より幅広い子ども同士の交
流が生まれる�

・休み時間にもいろいろなニュースを読むように習慣付ける�

学級外の子どもにも広く読んでもらうために、廊下に面した壁に張る　（写真1）�

月に2回、朝の時間を使って、友だちに伝えたいことをニュースとして文章にさせる
（10分）�

・ニュースの内容は「みんなに知らせたいこと」とする�

＜指導法とヒント＞�

朝の時間� 「今週のニュース」で友だちと交流する�

給食の時間� 「だれだろうクイズ」で友だちを知る�

小さなメモ用紙を子どもに配り、自分のことについて書かせる。内容は「好きな食べ
物」「家でしている遊び」「特技」「好きな教科」「男か女か」などを5項目前後�

集めて箱に入れ、「さて、今まで見てきた中で、こういう子はいるかな？」と声をかけ
ながら、メモ用紙を1枚選び、教師が読み上げる�

だれのメモかを給食のグループで考えさせ、当てっこをする�
・楽しみながらグループ内で交流できるだけでなく、「Ａちゃんと私、好きな遊びが同じ
だ」など、それまで接点が少なかった子と交流が生まれるきっかけにもなる�

＜指導法とヒント＞�

写真1

写真2
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������

　「
大
切
な
の
は
、
先
生
が
英
語
を
う
ま
く

話
す
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
」�

　
取
材
中
、
梅
本
龍
多
先
生
は
何
度
か
そ

う
繰
り
返
し
た
。�

　
梅
本
先
生
は
、
同
学
区
内
の
前
任
校
で

１０
年
間
、
英
語
活
動
の
指
導
を
担
当
し
た

あ
と
、
３
年
前
に
高
向
小
学
校
に
異
動
し
、

引
き
続
き
英
語
を
担
当
し
て
い
る
。
両
校

と
も
小
学
校
英
語
の
研
究
開
発
学
校
で
、

そ
の
立
ち
上
げ
に
か
か
わ
っ
た
。
元
々
英

語
が
得
意
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
梅

本
先
生
は
、
自
身
の
体
験
か
ら
、
小
学
校

英
語
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、「
急
が
ば
回

れ
の
精
神
が
大
切
」
と
感
じ
て
い
る
。�

　「
授
業
の
体
裁
を
整
え
る
た
め
に
、
急
い

で
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
（
英

語
学
習
の
際
、
ど
の
よ
う
な
活
動
・
場
面

で
も
頻
繁
に
教
師
が
子
ど
も
に
対
し
て
使

え
る
英
語
表
現
）
を
身
に
付
け
よ
う
と
し

て
も
、
慣
れ
ず
に
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と

が
多
い
で
し
ょ
う
。
最
初
は
完
璧
に
で
き

な
く
て
も
よ
い
の
で
す
。
次
の
学
期
、
あ

る
い
は
次
の
学
年
と
、
指
導
す
る
う
ち
に

徐
々
に
慣
れ
て
、
自
身
の
英
語
力
も
付
い

て
く
れ
ば
よ
い
と
い
う
く
ら
い
の
気
持
ち

で
よ
い
と
思
い
ま
す
」�

　
重
要
な
の
は
、
子
ど
も
の
意
欲
を
ど
れ

だ
け
引
き
出
せ
る
か
と
い
う
こ
と
。
そ
の

た
め
に
必
要
な
の
は
、
流
暢
に
話
せ
る
英

語
力
で
は
な
く
、
授
業
の
進
め
方
や
教
材

の
選
び
方
と
い
っ
た
指
導
上
の
工
夫
だ
と
、

梅
本
先
生
は
強
調
す
る
。�

　
例
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
流
れ
に
沿
っ

て
授
業
を
組
み
立
て
、
随
所
に
子
ど
も
た

ち
の
意
欲
を
持
続
さ
せ
る
工
夫
を
織
り
込

ん
で
い
る
（
カ
ッ
コ
内
は
大
よ
そ
の
時
間

配
分
）。�

　 

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（
５
分
）�

子
ど
も
を
英
語
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
る

た
め
、
英
語
の
挨
拶
や
サ
イ
モ
ン
・
セ
ズ
・

ゲ
ー
ム
（
注
）
な
ど
を
行
う
。�

　 

前
時
の
復
習
（
５
分
）�

英
語
ノ
ー
ト
の
Ｃ
Ｄ
や
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
先

生
の
会
話
を
聞
か
せ
る
。�

　 

聞
き
取
り
の
練
習
（
１５
分
）�

英
語
ノ
ー
ト
の
Ｃ
Ｄ
や
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
先

生
の
会
話
を
聞
か
せ
、
ノ
ー
ト
や
プ
リ

ン
ト
な
ど
に
書
き
取
ら
せ
る
。�

　 

実
践
（
１５
分
）�

時
間
内
に
学
習
し
た
表
現
を
使
い
、
会

話
な
ど
の
活
動
を
行
う
。�

　 

ま
と
め
（
５
分
）�

学
習
し
た
表
現
を
使
っ
た
問
題
を
子
ど

も
に
つ
く
ら
せ
る
。�

　
梅
本
先
生
が
授
業
を
進
め
る
上
で
留
意

し
て
い
る
の
は
、
教
師
が
あ
ま
り
説
明
し

す
ぎ
な
い
こ
と
だ
。
説
明
が
長
す
ぎ
る
と

子
ど
も
は
飽
き
て
し
ま
う
。
ま
ず
は
授
業

を
ど
ん
ど
ん
進
め
る
。
そ
し
て
、
授
業
の

後
半
に
は
必
ず
子
ど
も
が
主
体
の
活
動
を

取
り
入
れ
る
。
子
ど
も
は
、
授
業
を
何
度

か
受
け
れ
ば
そ
の
流
れ
が
わ
か
る
た
め
、

授
業
に
集
中
で
き
る
と
い
う
。�

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
い
る
場
合
で
も
任
せ
き
り
に

１�

2345

ち
ょ
う�

河
内
長
野
市
立
高
向
小
学
校
�

梅
本
龍
多
�

Um
em

oto Ryuta�

指
導
教
諭
、英
語
担
当�

大
阪
府
河
内
長
野
市
立
高
向
小
学
校
　
梅
本
龍
多
先
生�

英
語
活
動
の
研
究
開
発
学
校
で
英
語
を
教
科
と
し
て
教
え
て
い
る
高
向
小
学
校
。英
語
指
導
教
諭
の
�

梅
本
龍
多
先
生
は
、「
大
切
な
こ
と
は
子
ど
も
が
積
極
的
に
参
加
す
る
状
況
を
つ
く
る
こ
と
。こ
れ
は
�

ほ
か
の
教
科
と
何
も
変
わ
ら
な
い
」
と
話
す
。文
部
科
学
省
が
作
成
す
る「
英
語
ノ
ー
ト
」（
試
作
版
）�

を
使
い
な
が
ら「
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
話
す
」
授
業
を
実
践
す
る
、梅
本
先
生
の
工
夫
を
紹
介
す
る
。�

�

外
国
語
活
動
で
は�

教
師
が
英
語
を�

う
ま
く
話
す
必
要
は
な
い�

注　英語によるゲームの１つ。命令の前に、「Simon says」と言ったときは必ずその指示通りの動きをしなければならない�

た

こ
う
�
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せ
ず
、
担
任
が
率
先
し
て
前
に
出
て
授
業

を
盛
り
上
げ
る
。�

　「
子
ど
も
の
こ
と
を
最
も
よ
く
わ
か
っ
て

い
る
の
は
担
任
で
す
。
子
ど
も
の
表
情
や

反
応
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
集

中
さ
せ
ら
れ
る
の
か
、
授
業
に
引
き
込
め

る
か
を
考
え
て
、
対
応
で
き
る
か
ら
で
す
」

と
梅
本
先
生
は
話
す
。�

　
授
業
は
、
毎
回
、
単
調
に
な
ら
な
い
工

夫
も
必
要
だ
。「
お
手
本
を
Ｃ
Ｄ
で
聞
か
せ

て
書
き
取
り
を
さ
せ
る
」
と
い
う
パ
タ
ー

ン
に
終
始
せ
ず
、
ゲ
ー
ム
を
や
っ
た
り
絵

を
描
い
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
盛

り
込
む
こ
と
が
必
要
だ
、
と
梅
本
先
生
は

考
え
て
い
る
。�

　「『
こ
の
表
現
を
身
に
付
け
る
』
と
い
う

目
標
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
目
標
に

た
ど
り
着
く
た
め
に
、
自
分
な
り
に
教
材

や
指
導
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
」（
梅
本

先
生
）。�

　
来
年
度
に
は
、
文
部
科
学
省
が
外
国
語

活
動
の
教
材
と
し
て
作
成
す
る
「
英
語
ノ
ー

ト
」（
５
年
生
用
、
６
年
生
用
）
が
、
配
ら

れ
る
予
定
だ
。
現
在
、
試
作
版
が
全
国
約

６
０
０
の
拠
点
校
に
配
付
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
教
材
を
、
目
の
前
の
子
ど
も
、

学
校
や
地
域
の
実

態
に
応
じ
て
ア
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
が

大
切
と
梅
本
先
生

は
強
調
す
る
。�

　「
ほ
か
の
教
科
で

も
教
材
研
究
を
し

て
い
ま
す
。
英
語

で
も
同
様
に
考
え

た
ら
よ
い
と
思
い

ま
す
。
ク
ラ
ス
の

子
ど
も
を
よ
く
わ�

か
っ
て
い
る
担
任

だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
英
語
の
授
業
が

あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」�

　
小
学
校
英
語
の
目
標
は
、「
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態

度
の
育
成
」
だ
。
ど
の
よ
う
な
状
況
な
ら

ば
、
子
ど
も
が
自
発
的
に
考
え
、
行
動
し

て
い
く
の
か
。
子
ど
も
自
身
が
率
先
し
て

英
語
を
話
せ
る
状
況
を
つ
く
る
こ
と
は
、

担
任
が
最
も
得
意
な
こ
と
の
は
ず
だ
。�

������

　
英
語
活
動
を
続
け
る
中
で
、
学
校
ご
と
、

地
域
ご
と
に
課
題
が
出
て
く
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
確
実
に
克
服
・
解

決
し
て
前
に
進
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
組

織
と
し
て
明
確
な
目
的
を
持
っ
て
活
動
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。�

　
そ
こ
で
ま
ず
必
要
な
の
は
、
ま
と
め
役
、

推
進
役
と
し
て
「
英
語
な
ら
ば
こ
の
人
に

聞
け
ば
よ
い
」
と
い
う
校
内
で
の
「
英
語

担
当
者
」
の
存
在
だ
。
英
語
担
当
者
を
中

心
に
、
学
校
全
体
と
し
て
の
計
画
を
立
て
、

実
行
し
て
結
果
を
検
証
し
、
次
の
策
を
講

じ
て
い
く
の
で
あ
る
。�

　
ま
た
、
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
の
情
報
共
有
も
非
常
に
大
切
だ
。
そ
の

た
め
の
手
段
と
し
て
、
日
々
の
連
絡
や
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
加
え
、
研
究
授
業
を
行

う
こ
と
が
効
果
的
だ
と
、
梅
本
先
生
は
言

う
。
研
究
授
業
に
よ
っ
て
「
ど
の
よ
う
に

授
業
を
進
め
れ
ば
よ
い
の
か
」
と
い
う
基

準
を
共
有
で
き
る
と
、
教
師
の
英
語
活
動

に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
が
確
実
に
変
わ
っ
て

い
く
の
だ
。�

　「
英
語
担
当
の
教
師
は
、
英
語
活
動
が
前

に
進
ん
で
い
く
た
め
に
最
低
限
必
要
で
す

の
で
、
何
と
か
確
保
で
き
る
と
よ
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
が
難
し
い
場
合
は
、『
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
を
柱
に
し
て
国
語
や
社

会
と
の
連
携
を
進
め
る
こ
と
で
、
多
く
の

先
生
を
巻
き
込
ん
で
い
く
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
」（
梅
本
先
生
）�

　
た
だ
、
英
語
活
動
を
特
別
視
す
る
必
要

は
な
い
と
も
梅
本
先
生
は
話
す
。�

　「
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
教
師
と
し

て
の
指
導
力
を
生
か
せ
ば
、
英
語
活
動
は

で
き
る
は
ず
で
す
。
自
分
な
り
の
ノ
ウ
ハ

ウ
で
『
英
語
ノ
ー
ト
』
を
料
理
し
て
み
て

く
だ
さ
い
」�

　
次
ペ
ー
ジ
か
ら
、
英
語
ノ
ー
ト
を
使
っ

た
授
業
展
開
と
、
よ
り
多
く
英
語
で
話
を

さ
せ
る
手
法
の
参
考
と
し
て
、
高
向
小
学

校
で
行
わ
れ
て
い
る
授
業
例
を
紹
介
す
る
。

（
高
向
小
学
校
は
英
語
を
教
科
と
し
て
教
え

て
い
ま
す
）�

「英語のノート」は、教科書ではなく、「外国語活動の教材」と位置付けられている。
５年生用と６年生用があり、音声教材としてそれぞれＣＤが付いている。独自のカ
リキュラムや教材がある学校は自校のものを引き続き活用してよい�

ま
ず
は
外
国
語
活
動
の�

ま
と
め
役
と
な
る�

英
語
担
当
者
を
決
め
る�

図１�「英語ノート」5年生用、6年生用（試作版）�
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13 イントロダクション�聞き取りの練習�

6分�11分�

1point

2 前時の復習�

6分�

2point

梅本先生が提案する�
「英語ノート」（試作版・小学６年生用）を使った授業①　�
�
�
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345 地図をつくる� 表現の練習�

5分�17分�

�

3point

コピーした絵カードを切り取り、ＣＤの内容に合わせて地図の
空いている部分に置く�
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12 イントロダクション�聞き取りの練習�

5分�15分�

1point

ＣＤを聞いてYesなら○、�
Noなら×を空欄に書き�
込ませる�

梅本先生が提案する�
「英語ノート」（試作版・小学５年生用）を使った授業②　�
�
�

りす
込
な
だ
質
欄
に、
を

を
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234 自由にやりとりする� やりとりの練習�

10分�15分�

�

4「自由にやりとりす
る」の活動で、書き込
む欄。自分が好きな
食べ物について友だ
ちも好きかどうかを質
問し、Yesなら○の欄
に、Noなら×の欄に、
その友だちの名前を
書き込む�

好きな食べ物の絵を
３つ描く�

Yes, I do.�
�

Do you like apples?�
�
�

Yes, I do.�
�

Do you �
like pizza?�
�

Do you �
like pizza?�
�

No,�
I don't.�
�
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地方分権時代の�

名
古
屋
市�

愛
知
県�

教育行政�
地方自治体の学校教育への�

新たな取り組み�

「
な
ご
や
教
師
養
成
塾
」で�

即
戦
力
と
な
る
教
師
を
育
成�

■愛知県名古屋市�
人口約２２４万人の政令指定都市で、１６の行政区を抱える。市政全体の長期
総合計画「名古屋新世紀計画２０１０」に合わせて、２０１０年を最終年度とする
中期計画「なごやっ子教育推進計画」を策定。「夢に向かって人生をきり拓（ひ
ら）くなごやっ子」をテーマに、学校・家庭・地域の環の確立を目指す。市立小
学校２６２校、市立中学校１１０校。�

【名古屋市教育委員会】�
〒４６０-８５０８名古屋市中区三の丸３-１-１TEL ０５２-９７２-３２４０（教育企画室）�
URL http://www.city.nagoya.jp/shisei/organization/kyouiku/

今
後
５
年
間
で
約
１
５
０
０
人
の
小
・
中
学
校
教
師
が
定
年
退
職
を
迎
え
る
名
古
屋
市
で

は
、
教
師
の
確
保
が
大
き
な
課
題
だ
。
そ
の
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
、
教
師
を
志
望
す
る

大
学
生
ら
を
対
象
に
「
な
ご
や
教
師
養
成
塾
」
を
２
０
０
８
年
度
に
開
講
。
多
彩
な
講
師

陣
の
下
で
実
践
的
な
研
修
を
行
い
、
即
戦
力
と
な
る
新
任
教
師
を
育
て
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
　�

概略�

２
０
０
７
年
、
名
古
屋
市
教
育
委
員
会

（
以
下
、
市
教
委
）
は
10
年
度
を
計
画
最

終
年
度
と
す
る
4
年
間
の
中
期
計
画
「
な

ご
や
っ
子
教
育
推
進
計
画
」
を
策
定
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
単
年
度
で
計
画
を
ま
と
め
て

お
り
、
中
期
計
画
策
定
は
市
教
委
に
と
っ

て
初
の
試
み
だ
。

そ
の
背
景
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
当

時
の
安
倍
内
閣
の
下
、
教
育
改
革
論
議
が

活
発
に
な
る
と
共
に
、
地
方
分
権
推
進
の

動
き
が
強
ま
っ
た
こ
と
だ
。
教
育
企
画
室

の
宮
村
昌
史
主
事
は
、「
子
ど
も
と
の
距

離
が
一
番
近
い
行
政
機
関
で
あ
る
市
が
、

教
育
の
責
任
と
権
限
を
持
つ
姿
勢
を
明
確

に
示
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
し
た
」と
話
す
。

も
う
一
つ
は
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
を

取
り
巻
く
環
境
の
大
き
な
変
化
に
対
し

て
、
短
期
的
な
視
点
だ
け
で
は
対
応
で
き

な
い
と
い
う
問
題
意
識
だ
。
同
市
は
、
学

校
選
択
制
を
導
入
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
大
都
市
で
あ
り
な
が
ら
学
校
と
地
域

と
の
つ
な
が
り
が
深
い
。
同
計
画
で
は
、

家
庭
や
地
域
の
教
育
力
向
上
を
支
援
し
、

連
携
を
深
め
る
こ
と
を
打
ち
出
し
た
。

中
期
計
画
に
お
け
る
重
要
施
策
の
一
つ

は
、教
師
の
大
量
定
年
退
職
へ
の
対
応
だ
。

同
市
の
小
・
中
学
校
教
員
数
は
約
9
0
0

0
人
。
今
後
、
毎
年
3
0
0
人
前
後
が
定

年
退
職
を
迎
え
る
。
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

つ
ベ
テ
ラ
ン
教
師
が
学
校
を
去
り
、
新
任

教
師
が
増
え
る
た
め
、
指
導
力
の
維
持
・

向
上
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
08
年
度
か
ら
始
め
た
の
が

「
な
ご
や
教
師
養
成
塾
（
以
下
、
養
成
塾
）」

だ
。
こ
れ
は
、
小
学
校
教
師
を
目
指
す
短

す
ぐ
担
任
を
持
て
る

指
導
力
を
養
成

初
の
中
期
計
画

「
な
ご
や
っ
子
教
育
推
進
計
画
」

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
部

教
育
企
画
室
教
育
企
画
係
主
事

宮
村
昌
史

M
iyam

ura
M

asafum
i

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
部

教
育
企
画
室
（
教
職
員
課
兼
務
）

主
任
管
理
主
事

井
上
充
夫

Inoue
M

itsuo

注１　2008年度入塾の場合、小学校教諭普通免許状を取得、または2009年度末までに取得見込みであること、並びに
2009年度名古屋市公立学校教員採用選考試験において、小学校の教員を第１希望で受験する予定であることが条件
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�

協力校における研修�

・ふれあい体験研修�
・授業力研修�
（授業検討、�
指導案作成検討など）�

依頼・連携�

教
育
委
員
会
事
務
局�

塾生�
（約１０人のグループ）�

A

塾生�
（約１０人のグループ）�

B
組�

塾生�
（約１０人のグループ）�

C

塾生�
（約１０人のグループ）�

D
組�

塾生�
（約１０人のグループ）�

E

塾生�
（約１０人のグループ）�

F
組�

塾
長
�

塾生�

専任講師陣�
（校長OB）�

現場協力教員（１班）�

現場協力教員（２班）�

現場協力教員（３班）�

現場協力教員（４班）�

現場協力教員（５班）�

現場協力教員（６班）�

現場協力教員（７班）�

現場協力教員（８班）�

現場協力教員（９班）�

現場協力教員（１０班）�

現場協力教員（１１班）�

現場協力教員（１２班）�

講座協力講師�

・特別講師�
・現場協力教員�
・事務局指導主事等�

依頼・連携�

主任講師�

企画調査員�

講師�

講師�

出典／名古屋市教育委員会「なごや教師養成塾」資料�

大
生
・
大
学
生
・
大
学
院
生
（
注
１
）
を

対
象
に
、
即
戦
力
と
な
る
指
導
技
術
を
教

え
る
と
い
う
も
の
。
同
市
の
場
合
、
中
学

校
で
は
、
新
任
教
師
は
す
ぐ
に
担
任
を
持

た
ず
に
副
担
任
か
ら
始
め
る
こ
と
も
あ

り
、
担
任
を
持
た
な
い
先
輩
教
師
か
ら
学

ぶ
こ
と
も
で
き
る
。
一
方
、
小
学
校
で
は
、

新
任
で
も
大
半
の
教
師
が
担
任
を
持
た
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
よ
り
即
戦
力
が
求
め
ら

れ
る
た
め
、
小
学
校
の
み
と
し
た
。
教
育

企
画
室
の
井
上
充
夫
主
任
管
理
主
事
は
、

養
成
塾
の
ね
ら
い
を
こ
う
話
す
。

「
新
任
教
師
は
意
欲
が
あ
っ
て
も
ノ
ウ

ハ
ウ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
現
場
は
彼
ら
に
指

導
や
助
言
を
行
う
余
裕
が
な
い
ほ
ど
忙
し

く
、
問
題
に
直
面
し
た
と
き
に
1
人
で
悩

み
が
ち
で
す
。
教
育
委
員
会
と
し
て
指
導

力
向
上
を
支
援
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

初
年
度
の
塾
生
数
は
、
実
習
等
を
行
う

規
模
を
踏
ま
え
60
人
余
り
。
08
年
度
の
入

塾
希
望
者
は
定
員
の
2
倍
以
上
の
1
3
5

人
で
、7
月
の
試
験
で
選
考
し
た（
注
２
）。

第
１
期
と
な
る
08
年
度
は
同
年
9
月
か

ら
09
年
6
月
ま
で
、
土
曜
日
に
計
21
回
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
る
。
午
前
中

は
講
義
や
演
習
が
中
心
で
、
午
後
は
模
擬

授
業
や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
な
ど
を
行
う
。
講

師
に
は
校
長
O
B
の
ほ
か
、
大
手
企
業
の

人
事
担
当
者
ら
も
招
き
、
幅
広
い
視
点
か

ら
指
導
力
を
高
め
て
い
く
（
図
）。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
、
子
ど
も
や
保

護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

育
成
を
重
視
す
る
点
だ
。
現
場
を
よ
り
詳

し
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
市
内
の
小
学

校
で
子
ど
も
と
触
れ
合
う
「
ふ
れ
あ
い
体

験
研
修
」、
中
堅
教
師
の
授
業
を
見
学
す

る
「
授
業
力
研
修
」
と
い
っ
た
研
修
へ
の

参
加
を
、
最
低
10
日
間
義
務
付
け
る
。

学
校
現
場
で
協
力
し
て
も
ら
う
教
師
に

は
、
指
導
力
の
高
い
40
歳
前
後
の
リ
ー
ダ

ー
層
の
中
か
ら
12
人
を
「
現
場
協
力
教
員
」

と
し
て
委
嘱
。
塾
生
5
〜
６
人
に
対
し
て

1
人
の
現
場
協
力
教
員
が
つ
き
、
授
業
の

進
め
方
、
保
護
者
と
の
接
し
方
な
ど
を
直

接
指
導
す
る
。
学
校
行
事
や
体
験
活
動
に

も
手
伝
い
を
し
な
が
ら
学
ぶ
と
い
う
形
で

実
際
に
参
加
さ
せ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
指
導

の
場
面
に
お
い
て
現
場
教
師
の
実
践
を
肌

で
学
び
、
不
明
点
が
あ
れ
ば
す
ぐ
現
場
協

力
教
員
に
質
問
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
通
常

の
教
育
実
習
で
は
体
験
し
に
く
く
、
し
か

も
新
任
教
師
が
最
も
つ
ま
ず
き
が
ち
な
、

子
ど
も
や
保
護
者
と
の
接
し
方
を
学
ぶ
貴

重
な
体
験
だ
。

卒
塾
生
は
、
同
市
の
教
員
採
用
試
験

（
小
学
校
）
に
お
い
て
、
総
合
教
養
・
小

論
文
・
一
次
試
験
の
口
述
が
免
除
さ
れ
る

が
、
合
格
は
保
証
さ
れ
て
い
な
い
。
塾
生

が
採
用
試
験
に
合
格
し
、
名
古
屋
市
の
教

員
と
な
る
こ
と
が
短
期
的
な
課
題
だ
。
塾

生
に
と
っ
て
は
、
学
校
現
場
に
飛
び
込
む

こ
と
で
、
自
分
に
教
師
の
適
性
が
あ
る
か

を
見
極
め
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
。

長
期
的
に
は
、
卒
塾
生
が
教
師
と
し
て

採
用
さ
れ
た
あ
と
を
追
跡
調
査
し
、
養
成

塾
の
効
果
を
検
証
し
て
い
く
。

「
塾
で
の
体
験
で
、
よ
り
良
い
教
師
に

な
り
た
い
と
い
う
自
覚
が
高
ま
る
で
し
ょ

う
。
情
熱
と
使
命
感
を
持
つ
教
師
を
育
て

た
い
で
す
ね
」（
井
上
主
任
管
理
主
事
）

子
ど
も
や
保
護
者
と
の

接
し
方
を
現
場
で
学
ぶ

図　「なごや教師養成塾」の仕組み

注２　書類選考後、面接と小論文を実施



小学版�

「理科は実験なども多く、１人で進められるかどうか不安を感じる」。これは、今回の特集を企
画する中で、先生方から多く頂いた声です。取材をさせていただいた学校では、予備実験を
複数の先生で行ったり、日常的に指導案を相談したりするなど、先生方が力を合わせて取り
組まれている様子がとても印象的でした。次年度以降の理科指導について検討される際の、
１つの資料になれば幸いです。（青木）�

編集後記�

次号は�

発行人 新井健一�
編集人 原 茂�
発行所 （株）ベネッセコーポレーション　Benesse教育研究開発センター�
印刷製本 大日本印刷（株）�
編集協力 （有）ペンダコ�
執筆 柴崎朋美、滝本喬、中村陽子、二宮良太、山口慎治�
撮影 川上一生、小高和美、中島トシハル�
イラスト タコリトモコ、山本重也、幸剛�

VIEW21小学版    2008　秋号�

ＶＩＥＷ２１編集部�
〒１６３-１４２２　東京都新宿区西新宿３-２０-２　東京オペラシティタワー２２階�
電話　０３-５３７１-１２３８�

©Benesse Corporation 2008『ＶＩＥＷ２１』小学版は年４回の発刊（予定）です�

お問い合わせ先�

２００８年９月４日発行／通巻第１８号�

冬号� 2009年1月上旬発刊�
（
予
定
）�

ココをクリック！�

�

ココをクリック！�

『VIEW２１』小学版　バックナンバー　特集一覧（2006年4月号～）�

最新号およびバックナンバーの記事は、Benesse教育研究開発センターのウェブサイトでご覧いただけます。�
知りたいテーマ別に記事を検索できるようになっていますので、ご活用ください。�

�
�

2008年 夏号�

新しい学習指導要領では、算数は授業時数が大幅に増加し、「算数的
活動」や「反復（スパイラル）」による指導の充実などが打ち出された。
今後の算数の指導に求められるものとは何かを考える。�

新学習指導要領へのアプローチ第2回�

学びが深まる「算数的活動」�

2008年 春号�

２０１１年度から施行される新しい学習指導要領の中で、「言語活動の充
実」は各教科・領域等を貫く重要なポイントだ。学校の実践事例や、読
解力の教育で注目を浴びるフィンランドでの取材から、その指導方法のヒ
ントを紹介する。�

新学習指導要領へのアプローチ第１回�

「言語活動」で広がる学び�

ベネッセ　研究� 検索�で�または�

2006年9月号�

コミュニケーションが生まれる授業づくり�
コミュニケーション能力育成の手法を、識者の対談や学校事例から探る。�

2006年4月号�

「学校力」を生み出す学校評価�
学校評価をうまく取り入れながら学校力を高めていく方法を、先進事例から考える。�

2006年特別号�

学力調査を指導改善に生かす�
「全国学力・学習状況調査」のねらいや結果の生かし方について詳しく解説。�

2007年9月号�

つながる「保護者」と「学校」�
学校と保護者が協力して子どもを育てる大切さを改めて考える。�

2007年4月号�

みんなで取り組む小学校英語�
小学校の英語活動を実践するためのヒントを紹介。�

2007年7月号�

教師がつながる「授業研究」�
学校全体・教師個人が着実に力を積み上げられる授業研究の方法を探る。�

2008年1月号�

データで読み解く新学習指導要領�
過去１０年間の学校現場の変化を踏まえ、新しい学習指導の在り方を考える。�

2007年1月号�

量から質へ――これからの学びを考える�
調査から見えた学習量の回復を、豊かな学びにつなげる方法を探る。�

ウェブサイトでは２００３年度分から掲載しています。�

Benesse教育研究開発センターのアドレス�

どちらかをクリック！�

トップページの左側「情報
誌ライブラリ」の下にある「小
学校向け」のメニュー、また
はトップページ上部の黒いメ
ニューバー上「情報誌ライ
ブラリ」プルダウンメニューを
クリックします�

1

画面が切り替わるので、画
面左側の「小学校向け」の
下にある「バックナンバー」
の文字をクリックします�

『ＶＩＥＷ２１』のバックナンバ
ーの目次が発刊年度ごとに
表示されます。発刊年度の
切り替えは、表紙写真の上
にある各年度の文字をクリ
ックします�

3

＊アクセス方法は０８年８月現在のサイトを基にご案内しています�

�

バックナンバー記事へのアクセス方法�
�

2

40［小学版］ 2008 Autumn


	D438736-P001
	D438736-P002
	D438736-P003
	D438736-P004
	D438736-P005
	D438736-P006
	D438736-P007
	D438736-P008
	D438736-P009
	D438736-P010
	D438736-P011
	D438736-P012
	D438736-P013
	D438736-P014
	D438736-P015
	D438736-P016
	D438736-P017
	D438736-P018
	D438736-P019
	D438736-P020
	D438736-P021
	D438736-P022
	D438736-P023
	D438736-P024
	D438736-P025
	D438736-P026
	D438736-P027
	D438736-P028
	D438736-P029
	D438736-P030
	D438736-P031
	D438736-P032
	D438736-P033
	D438736-P034
	D438736-P035
	D438736-P036
	D438736-P037
	D438736-P038
	D438736-P039
	D438736-P040

